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　まっくらだ。

　そりゃそうだ。わたしがランプの灯ひを消したんだから。部屋の中にほかの明かりはないんだもん。そりゃ、まっくらになるよ。

　早いとこ寝ちゃお。初日から遅刻なんて最悪だ。

　何の音もしない。お母さんのいびきも、お父さんがトイレに行く音も。ポチの声も聞こえない。

　なんてねー。ポチはカメでしたー。もともと鳴いたりしませーん。

　……はーあ。

　やっぱり一人は心細いな。

　目がだんだん暗闇に慣れてきた。さっきはまっくらだと思ったけど、カーテンの隙間から射し込む月明かりで、物の形がぼんやりとわかる。古びた年代物のベッドの柱。タンスの引き出しの変な鳥の装飾……。

　――ガサッ――

　え？　なに？

　――ガサガサッ――

　まただ。窓の外だ。

　どうしよう、気になる。外をのぞいてみる？

　いや、だめ。絶対こーゆーの確認しないほうがいいんだってば。なんかヤバいことの伏線なんだってば。ほっときなさい。見ちゃだめ。忘れなさい、ミカ。

　わたしはカーテンを開けた。

　音のぬしが、植え込みの上に顔を出していた。

　鹿しかだ。

　ま、まぁ、近くに森があるからね。鹿がいてもおかしくないよねっ。

　なんて思ってたら、その鹿が立ち上がった。

　二本足で。腕を組んで。

　――ピシャッ！　――

　わたしはカーテンを閉じて布団の中に顔までもぐりこんだ。

　早いとこ寝ちゃお。早いとこ。




　立ち上がった？　鹿が？　腕を組んで？　……腕？







　　　近道
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『学則　学校付近の森には、むやみに立ち入らぬこと』




　少年か、というくらい髪の短い少女が、朝っぱらから走っていた。

　これで「遅刻、遅刻っ！」とか言いながら、食パンでもくわえて走っていれば、曲がり角で転校生と激突することは確実である。

　だが、あいにくここは人気のない森の中。少女もなにもくわえてない。かわりに身の丈より長い『武器』を担かついでいたが、それで転校生は出てきそうにない。

　ただし、遅刻には違いなかった。

　――あー、いきなり校則やぶっちゃった。

　まだ遠いが、ミカの前方に見える巨大な建物は『ダミニチュア戦士養成学校』の校舎である。彼女は今日から、その生徒になるわけだ。

「ふわぁあああ……」

　寝不足。年頃の乙女のことだ。いろいろと眠れない理由もあるのだろう。恋の悩みとか。体の悩みとか。将来のこととか。

　――あの鹿人間、なんだったんだろ。

　鹿の悩みとか。

　――夢かな、やっぱり。

　――でも、夢だったんなら、あの時点で、わたし寝てたってこと？

　――だとしたら、今、こんなに眠いのはなんで？

　ガサッ。

「……え？」

　ミカは立ち止まった。道の脇、前方の茂みから何かが出てくる。

　ガサガサッ。

「ま、まさか……」

「へへへ。お嬢ちゃん、どこ行くんだい？」

　出てきたのは人間だった。普通の。

　――良かった。

「ちょっと、おじさんのお話聞いてもらえるかなあ？」

『おじさん』は刃渡りの長いナイフをちらつかせてミカの進路をふさいだ。

　――良くなかった！







　　　ピンチ
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　後ろの茂みからも、似たような汚い身なりの『おじさん』が二人現れた。手にはそれぞれ、セットで購入したかのような同じ型のナイフがきらめいている。

「へへへ。なあに、すぐに終わるからさあ」

「げへへ」「ぐへへ」

　――なんてベタな。

　だが、いくらベタな状況だろうが、実際に自分が直面するのは初めてであり、いざ当事者になってみると、

　――どうしよう。

　足がすくんで動けない。

「へへへ」「ぐへへ」「げへへ」

　ミカとの距離を詰めていく三人。

「へへへ。その格好は弓きゆう術じゆつ科かの学生さんかなあ？」

「……そうですけど」

　背中に担いだ弓、矢や筒づつ、そして東国の弓きゆう道どう着ぎに似せて作られたモノトーンの制服姿は、一目見て素性がわかってしまう。

「勝手に森に入っちゃいけないって、生徒手帳に書いてなかったかなあ？　ちゃんと読まないなんて悪い子だねえ」

　――よ、読んだもん。ちゃんと！

　読んだのなら、なお悪い。

「へへへ。安心しなよ。学校に告げ口したりしないからさあ」

　告げ口くらいで見逃してくれるなら安いもんのような気もする。

　――どうしよう。

　弓で攻撃するには距離が詰まりすぎだ。矢をつがえる前に、捕まってしまうだろう。そもそも三人相手に囲まれてしまっては、弓ではどうしようもない。

　とくに、ミカの弓の腕ではどうしようもない。

「へへへ。それじゃあ大人しくついてきてもらえるかなあ」

「い、いやです」

「大丈夫。痛いことなんてしないからさあ」

「か、仮に気持ち良くてもいやです！」

「……意外と余裕だねえ」







　　　背の高い女
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　突然、鋭い声が森に響いた。

「そこまでだ」

　ミカの走ってきた道に女がいた。ミカと同じ制服だが、雰囲気はだいぶ違う。スラリと背が高く、肩まであるストレートの髪が、朝日を反射して艶つややかに光っていた。

　その凜りんとした立ち姿に、誰もが息を飲む。

　ただしミカだけは、どちらかといえば女が構えている武器に目を奪われていた。

　――キレイな弓。

　弓の長さは女の背丈ほどあった。曇りのない宝石のような青色で、湾わん曲きよく部ぶが少ない棒状の型。

　――まるで『蒼そう弓きゆうアタランテ』みたい。

　だが、男たちは弓に興味はない。

「なんだい、べっぴんさん」

「忠告だ」

　女は弓で威い嚇かくしながら、ゆっくりと一同に近づく。

「今すぐに立ち去れ。さもなければ……」

「痛い目にあうってかあ？」

「まあ、そんな感じだ」

「そいつは驚いたなあ」

「ぐへへ」「げへへ」

　男たちが余裕をかましているのには、理由がある。

　女は弓を構えているにもかかわらず、矢をつがえていなかったのだ。つがえていないどころではなく、矢のストックもない。というか、そもそも矢筒が見当たらない。

　彼女は、ただ、弓だけを眼前に突き出していた。

　女に近い位置にいた『ぐへへ』が、にたにた笑いながら言った。

「ぐへ。お前、空気の矢でも、飛ばすのか？　お前、魔術科には見えないぞ。お前、矢もないのに、俺たち、どう痛い目あわす？」

「まあ、こんな感じだ」

「ぐっ！」

『ぐへへ』の汚い顔に、強烈な一撃が命中した。

　――弓で、殴った？







　　　弓術？　
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『ぐへへ』が顔面を押さえて、うずくまる。

「げへへー。おもしろいっすねー、お嬢さん」

「それはどうも」

「そんじゃ、お返しっすねー！」

『げへへ』がナイフを振り上げて女に襲いかかる。

「バカ、よせ！」

『へへへ』の警告に構わず、『げへへ』は刃を振り下ろした。

「きゃっ！」

　ミカはスプラッタな映像が視界に入る前に目を閉じる。

「……へ？」

『げへへ』の狼ろう狽ばいの声。

　ミカは恐る恐る目を開けた。

　女は斬撃を弓で、いや、正確には、弦つるでガードした。

　――なにそれ？

　さらに「ヒュン！」と音がして、『げへへ』のナイフが弾はじけとび、うずくまっていた『ぐへへ』の頰ほおをかすめる。

「ぐへぇえええ！」

『ぐへへ』はよろよろと立ち上がり、森の奥へと駆け出した。

「さ、さいならっすねー！」

　武器を失った『げへへ』も、あっさりと逃げ出した。

「おい、お前ら、ま――がはっ！」

　いつのまにか移動していた女が『へへへ』の腹に強烈な弓の打撃を叩きこむ。

「去れ。追う気はない」

「く、くそっ！」

『へへへ』も二人のあとを追って森へ消えた。

　女は、地べたに座り込んでいたミカに声をかける。

「立てるか」

「……だ、だめです……」

「どこかケガしたのか」

「弓を、そんな風に使っちゃだめです！」







　　　英雄ばあちゃん
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　背の高い女は、ここで初めてうろたえた。

「そ、それは、悪かった」

「あ、すいません。お礼を言わなきゃいけないのに……。そ、その、あぶないところを、すいません！　じゃなくて、その、あ、ありがとうございました！」

「いや、いい。気にしなくて」

　――気にするってば。

「弓術科の生徒さんですか」

「ああ」

「わたし、新入生のミカです。よろしくお願いします」

「私もだよ」

「……？　先輩も、ミカって言うんですか？」

「違う。名前はアトラ。私も新入生だ」

「えっ」

　――じゃ、わたしと同い年？

「お、おとなっぽいね」

「ふけてるだけだよ」

「あ、あの、その弓見ても……？」

「どうぞ」

　アトラは弓を、ミカに渡した。

「……わっと！」「大丈夫か？」

　ずっしりとした弓の重みに、ミカはバランスを崩してよろめいたが、なんとか踏みとどまった。

　――不思議な感触。木でも金属でもないみたい。

「これ、蒼弓アタランテに、そっくり」

「アタランテ？」

「ほら、魔王を倒した勇者の一団の射手。弓きゆう聖せい女じよアズサが、愛用していた伝説の弓」

「へえ」

「し、知らないの？」

「知らなかった。アズサばあちゃんも『青いの』って言ってたしな」

　聞き捨てならない発言。







　　　ミカ乱心
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「ばあちゃん？？？」

「あ、コホン。……祖母のアズサが」

　――いや、そこはどうでもいいや。

「アトラさんは、弓聖女アズサの孫なの？」

「まあ、そうなるかな」

　――ゆ、有名人の血縁さん！

　――いや、それよりも、

「じゃ、じゃあ、この弓は、本物のアタランテ？」

「ああ。名前は今、初めて聞いたよ」

　――ナイフを弾き返すわけだ。

　伝承によればアタランテは、本体は弾力性の極めて高い霊れい木ぼくで作られ、決して切れることのない魔法の糸で弦が張られている。

　――じゃ、じゃあ、こここ、これは、ほ、ほんもの。

「わぁ！」

　ミカはアタランテを投げ捨てた。

「ええっ？」

「わぁ！　ごめんなさい。伝説の品だと思ったらつい……」

　つい、投げ捨てるのはどうだろう。

「まぁ、こいつ丈夫だから。気にしなくていいよ」

　アトラが『こいつ』を起こしながら言う。

「よ、よくないよ。そ、そんな……」

　ミカの頭に、『へへへ』たちの姿がフラッシュバックする。

「そんな大事な弓で、人を殴るなんてとんでもないよ！」

　投げ捨てた人間が言うセリフではない。

「……今後は、気をつけるよ」

「うん」

「ミカちゃんは、弓が好きなんだ？」

「それはもちろん。だから、弓術科に入ったんだから！」

「じゃあ、急ごうか。その弓術科に」

　――忘れてた！







　　　たのもう！　
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　全速力で走る二人は、ようやく校内にたどりついた。

「ハァ、ハァ」

「がんばれ」

　訂正。全速力なのはミカだけで、アトラはミカのペースに合わせていたので実は余裕があった。

「もう、いいよ。先に行って、こ、ここは私に任せて」

　とくに任せることはない。

「大丈夫。ほら、すぐそこだ」

　弓術科の学科棟は三階建て。一階は一年生と二年生の教室、二階は三年生の教室がある。理論や歴史などの学科や、ホームルームは学科棟で行われる。

　隣に併設の道場は、無論、実技の授業に使われるものだ。

　初日は当然、ホームルームから始まる。なので、二人が目指すのは学科棟である。

　その学科棟は、もう目前に迫っていた。

　古い木造で、キレイ、と言ったら、お世辞だとすぐにばれるような外観である。

「ハァ、ハァ。よかった、間にあ――」

　そのとき、タイミングよくというか悪くというか、

　ともかく鐘が鳴った。




　ミカに先だって廊下を歩いていたアトラは『弓１―Ａ』とプレートが掲げられた教室の前で、立ち止まった。

「ミカちゃん、Ａ？　Ｂ？」

「ハァ、エ、Ａ組」

「よかった。私もだよ」

「ホント？」

「それじゃあ、仲良く怒られるとしようか」

「……うん」

　――よかった、一人じゃなくて。

　アトラが、教室の戸を勢いよくピシャリと開けた。

「おはよう！」

　――そんな、道場やぶりみたいに目立たなくても。







　　　第三の遅刻者
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「お、おはようございます」

　ミカはペコリとお辞じ儀ぎをして、アトラに続いてなかに入る。後ろの壁にずらりと弓が並んでいるのにならい、自分のも同じように立てかけた。

　三十人ほどの視線が二人に集中する。

　――あー、みんな見てる。そりゃ見るよね。

　髪の色も眼の色も、体格もいろいろ。女子のほうが数は多い。ほとんどは人間だが、ほかの種族もまざっている。同じ制服を着ていなければ、同じ目的を持った集団には見えない。

　――あれ？

　教卓にあるべき、教師の姿がない。

「はいっ、パラボラですっ！」

　一番前に座っていた、ワサワサした髪の小柄な女の子が元気よく立ち上がった。

　――急に自己紹介されても。

「質問ですっ！　どっちが先生ですかっ！」

「え？」

「私たちは二人とも新入生だ」

　アトラが冷静に答える。

「そっかっ！　学生服だもんねっ！」

　小柄な女の子は、勝手に納得して座った。

　――てことは、先生、まだ来てないの？

　小柄な女の子の列の最後尾がちょうど二席空いており、ミカとアトラはそこに座った。身長的にミカが前に座る。

　それから程なくして、耳にした者のやる気を根こそぎ奪うようなあくびが、廊下から聞こえてきた。

「ぁぁあああ」

　生徒とは配色が異なる教員用の制服を着た男が、教室に入ってくる。

「あー、遅れて悪いな。俺がＡ組の担任、シャムだ」

　起きたばかりか、あるいは、まだ起きていないかのような顔でシャムは言った。

「よし、初日から遅刻するようなヤツはいねえな」

　――セーフ。







　　　自己紹介
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　ボンクラ教師の「んじゃ、とりあえず自己紹介でもしてくれ」との指示のもと、生徒たちは一人ずつ前に出て、簡単なアイサツをした。

「人間のシゲタカと申します」

　ふざけているわけではない。人間でないものもいるため、こんな自己紹介になる。

「東国から来ました。和わ弓きゆうを使います」

　――わたしと同じだ。

　ミカも東国の小さな村の出身だ。使用する弓も『和弓』と呼ばれる、丈が長く、上下が非対称の、東国式の弓である。

「断っておきますが、女子が多そうだったから弓術科を選んだわけではありません」

　リアクションに困るＡ組一同。

「よ、よろしく」と、シゲタカはそそくさと席に戻った。

　ミカがアトラにひそひそとたずねる。

「……今の、ウケ狙いだったのかなあ？」

「そっとしておこう」




　細身で背の高い、長髪で耳のとがった少年が前に出た。

「エルフのヌンキ」

　抑よく揚ようの少ない声がそっけなく告げる。

「耳が長いからといって、ウサギと間違えて射殺しないように」

　リアクションに困る一同。

「射殺しないように」

　さらに、困る一同。

「以上だ」

　ヌンキは何事もなかったように席に戻った。

「ね、ねえ、今のも……？」

「そっとしておこう」

「ウケ狙いだ」

　本人が回答した。




　エルフという種族は耳が良かった。







　　　要注意エルフ
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　かん高い声が教室に響く。

「アマゾネスのパラボラですっ！　みんなからパルって言われますっ！」

　――あの子、アマゾネスなんだ。意外。

　南国の密林地帯に住む種族、アマゾネス。

　ミカのイメージするアマゾネスは、もっと大柄の女じよ傑けつといった風貌だった。今、元気よく名乗った少女は、自分より二つ三つ年下でもおかしくない外見である。唯一、胸元まで伸びた豊かな髪だけがイメージと合致していた。

「聞いた話だが」

　アトラがミカに耳打ちする。

「アマゾネスたちは、弓を引きやすくするために、からだの余計な肉を切り落としているらしい」

「余計な肉って？」

「胸だよ」

「ええっ」

「本当かどうかは知らないが」

「……それ、言い訳に使えるね」

「……？」

　言い訳する必要がないアトラには、わからなかった。




　ミカの自己紹介はつつがなく終わり、アトラの番がまわってきた。

「アトラです。西の国クレタから来ました。使用している弓は『青いの』……じゃなくて、ええと、なんだっけ。ミカちゃん？」

「そ、蒼弓アタランテ」

　教室内に、どよめきが起こる。

　隅で眠りこけていたシャムですら、ぴくりとからだを起こした。

「アタランテ？」「本物？」「あの子、何者？」などの声でざわつく室内。

「……弓なのに、当たらん、か」

　室内のざわめきがピタリとおさまる。




　――あのエルフくんには、気をつけよう。







　　　弓術科の心得
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　ボンクラ教師は、ようやく目を覚まして教卓についた。いや、ずっと起きていたのかもしれないが、はためにはわからない。

「おっし。んじゃ、自己紹介もすんだことだし、授業めいたことでもすっか」

　授業ではないらしい。

「まず、知ってると思うが、うちの学校について簡単に説明する。わが、ダミニチュア戦士養成学校は、魔王復活に備え、勇者家および民間の有力者の出資で設立された教育機関だ。受講は三年間で、全部で六つの術科に分かれている」

　シャムは、黒板に横書きの縦並びで、六つの術科の名前を書き、横に数字を書き足していった。意外とキレイな字である。

「これが今年度の、一学年あたりのクラスの数だ。剣けん術じゆつ科か、魔ま術じゆつ科かは九クラス。体たい術じゆつ科か、槍そう術じゆつ科かは五クラス。斧ふ術じゆつ科かが一クラス、そんで弓術科は二クラス」

『弓術科　２』を長細い丸で囲む。

「見ての通り、弓術科は、全学科の中で二番目に数が少ない。つまりは、生徒数も少ない部類に入るわけだ。これが、どういうことかわかるか？」

　ミカは考えた。

　――それだけ、狭き門ってこと？

「はいっ！」

　パラボラが元気よく手を挙げる。

「はい、ええと、ちっこいの」

　やはり、自己紹介は聞いていなかったようだ。

「弓は人気がないっ！」

　――いや、そんな。

「その通りだ」

　――え、正解なの？

「考えてもみろ。弓矢使いなんてのは、せいぜい四番手か五番手くらいの仲間だ。主役にはまずならねえ。ザコの武器だ」

　初日から出で端ばなをくじかれた弓術科新入生たち。

「だがな。これだけは覚えておけ」

　何か、一発逆転のフォローがあるに違いないと、クラス全員が期待した。

「斧おのよりはマシだ」







　　　ポイ
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　アトラが手を挙げた。

「なんだ、美人のねーちゃん」

「なぜ、弓術がそんなに不人気なのですか。遠隔攻撃において、弓以上に有効な手段はないと、私は思う」

　ミカが、うんうんとうなずく。

　――でも、あれは遠隔攻撃じゃないけどね……。

「そうか？　魔法のほうが便利だろ？」

　もっともだった。

「人気がねえもんは仕方ねえ。実際……」

　シャムは黒板に文字の羅列をだらだらと書いた。




　剣・剣・魔・体・槍・弓　　　剣・剣・魔・魔・体・槍

　剣・魔・体・槍・槍・弓　　　魔・魔・体・槍・槍・弓

　剣・剣・魔・体・体・体　　　剣・剣・魔・体・槍・槍

　剣・魔・魔・体・槍・槍　　　剣・魔・魔・体・体・槍

　剣・体・槍・魔・魔・魔　　　剣・体・魔・魔・魔・魔




「過去十年間の、ポイの組み合わせだ」

　ダミニチュア戦養校では毎年、年度末に学科・学年の枠わくに関係なく六人一チームを組んで能力を競いあう一大イベントがある。

　優勝チームはＰＡＲＴＹパーテイ　ＯオＦブ　ＴＨＥザ　ＹＥＡＲイヤー、通称『Ｐ・Ｏ・Ｙ』または『ポイ』と呼ばれ、学内外から羨望の的となる。正式な大会名が無駄に長ったらしく、誰も覚えていないので、競技会自体も『ポイ』や『ポイカップ』などと呼ばれていた。

「ここ十年のポイで、弓術科生はたった三人。過去五年なら一人だ」

　――何の資料もないのに、よく覚えてるなあ。

「どうだ、ねーちゃん？　納得したか？」

「納得はできませんが。一つわかりました」

「おう、なんだ」

「確かに斧よりマシだ」

　斧術科、過去十年ゼロ。







　　　居残り
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　初日は午前中だけで終わり、生徒達は帰宅していいことになっていたのだが、

「美人のねーちゃんと、髪がみじけーの。ちょっと残れ」

　と、言われた二人だけは、教室に残されていた。

　――やっぱり遅刻ばれてたかな。

　シャムの表情は、いまひとつわからない。ずっと上機嫌なようにも見えるが、ずっと不機嫌なようにも見える。

「お前ら。森に入ったろ？」

「え……」「……なぜ？」

「制服見てみろ」

　弓術科の制服はすそがやたらと長い。森の中を走れば土ぼこりがつくのは免まぬがれない。

「感心しねえな。いきなり学則をやぶるってのは」

「す、すみません」「……」

「確かに学生寮からここまでは、森をつっきったほうが早い。地図で見りゃ直線だからな。だが――」

　ボンクラ教師は、声のトーンを落として言った。

「森には入るな」

　急にシリアスな声音になって、ミカは少し怖かった。

「あすこは通学路じゃねえ。管理用の道だ。あぶねえ動物や、得体のしれねえ魔物が、いつ襲ってくるかわからねえ。学則で立ち入りを禁止してるのは、何も意地悪してるわけじゃねえんだ。生徒の安全のためだ。わかるよな？」

　黙ってうなずく二人。

「まぁ、絶対に生き延びる自信と実力があるってんなら、止めやしねえが」

　ミカは『へへへ』達を叩きのめしたアトラの姿を思い出した。

　――わたしには、あんなことできない。

「遅刻しそうだからちょっと近道、くらいの気持ちならやめとけ」

「はい……」「……はい」

「遅刻なら、いくらでもしろ。授業が終わってから来てもいいぞ」

　――それは、言いすぎじゃ。

「生徒の死体が森で発見された、なんてニュースを聞くより、何千倍もマシだ」

　シャムは、にいっと笑った。







　　　無謀
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　シャムの背中が、廊下の角を曲がって見えなくなった。

「……結局、怒られちゃったね」

「ああ」

「でも、悪い先生じゃないかも」

「妙だ」

「え？」

「いや、先生は『危険な動物や魔物』と言っていた。でも、私たちが出くわしたのは人間の賊ぞくだろ。なぜ、そのことにはふれなかった？」

　――言われてみれば。

「そういう報告が、今までなかったのか」

「じゃあ、先生に教えてあげたほうがよかったかな？」

「いや、今さら余計な心配を与える必要もない。私たちは無事だったんだし、やつらも懲こりたろ」

「そうだといいけど」




「私はこれで」

　校門を出たところでアトラがミカに言った。

「あれ、寮に戻るんじゃないの？」

　世界中から生徒の集まるダミニチュア戦養校は、大半が寮暮らしである。

「私は寮生じゃないんだ。今朝は、街の宿屋から登校したんだよ」

「街に戻るんなら、同じ方向でしょ？」

「いやあ、宿代がちょうど底をついてさ」

「え？　じゃあ、どうするの？」

「森で野宿かな」

　ミカにはその言葉の意味が一瞬理解できなかった。




　いや、一瞬経っても、理解できなかった。

「冗談、だよね？」

「学校からも近いし。人目につくとこじゃまずいだろ」

　――森のほうがまずいよ！







　　　でいいよ
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　あぜんとするミカに構わず、アトラは早くも森に向かうつもりだ。

「それじゃさっそく、いい感じの寝床を探しにいくよ」

「や、やめなよ。危ないよ。さっき言われたばっかりだし」

「大丈夫、森で野宿なんて慣れてるから」

　――ど、どんな人生を？

「こ、こっそり……、わたしの部屋に泊まっちゃえば？」

「ミカちゃんの部屋、寮だろ？」

「うん。二人部屋なんだけど、ベッドが一つあいてるんだ」

「同室の人は？」

「入寮希望者が奇数だったみたいで、わたしの部屋は一人なの」

「だが、私は金を持っていない」

「いいよ、そんなの。わたしに払ってもしょうがないし」

「でも、寮長先生に見つかったら大変だ」

　――魔物に襲われるほうが大変だってば。

「大丈夫。点呼とかもないし、バレやしないよ」

「そうはいってもなあ。迷惑をかけることには変わりない」

「じゃ、じゃあ、今朝のお礼だと思って」

「あんなの、たいしたことじゃない」

「たいしたことなくないよ。アトラさんがいなかったら、わたし、なにされてたか。命の恩人だよ」

「大げさだなあ」

「だって、せっかくできた友達が、次の日に――」

　――『生徒が死体で発見された』

「ゆ、行方不明、なんてことになったら、いやだよ。だから、……お願い」

　アトラは、今にも泣きそうなミカの顔を見て観念した。

「わかった、じゃあ、ご厚意に甘えさせてもらおうか」

「ホント？　アトラさん！」

「ああ。それと――」




「――アトラ、でいいよ」







　　　幕間　１




　制服のポケットに、ビスケットが一つ。

　ミカは、きょろきょろとまわりを警戒しつつ、食堂をあとにした。廊下の燭しよく台だいには、もう明かりがともっている。

　寮の食事は朝と夕、決まった時間に寮内の食堂でとる。といっても、時間内であれば、好きなときに訪れていい。なんなら訪れなくてもいいが、そこは食べ盛り、発育し盛りの少年少女である。普通は、訪れる。

　訪れないのは、体調を崩したものや、遅刻したもの。また、あまりないケースだが、無断で寮に寝泊りしているようなやからも、おおっぴらに利用はできない。

　――でも、ごはんはきちんと食べなきゃ。

　食堂はバイキング形式で、好きなメニューを選べる。様々な種族がおり、全員に対応できる献立を一つに決めるのは難しいため、このような仕組みになっていた。

　菓子やデザート類もあるが、そういった人気の品はすぐになくなる。そのため、菓子コーナーでは毎度、熾し烈れつな争いが繰り広げられる。上級生になると慣れたもので、なによりも先にまず菓子類を確保する。慣れない新入生は、残りものにしかありつけない。

　ミカも新入生らしく、菓子のなかで最低ランクの小さなビスケットを、一枚だけゲットしてきた。ただし、自分で食べるためではない。

　――見つかったら、なんて言い訳しよっかな。

　基本的に、食堂の食べ物を自分の部屋に持ち帰ってはいけない。とはいえ、ビスケット一枚くらいは、たいした問題ではない。黙認される範囲である。

　しかし、初日から校則をやぶって厄やつ介かいな目にあったミカは、規則というものに敏感になっていた。無賃客を部屋に泊めるという二つ目の罪も、現在進行形で重ねている。できれば、これ以上、前科が増えるのは避けたい。

　――そうだ。謎なぞの魔物のしわざってことに……。

　自分たちの敵を育てている学校に忍び込むというリスクを冒おかし、ポケットにビスケットをこっそり入れただけで去っていくほど、魔物も暇ひまではない。

　穴だらけの言い訳を考えつつ、ミカはルームメイトの待つ部屋へと急いだ。




　ランプを灯しても、部屋には誰も見当たらなかった。二段ベッド、テーブル、本棚、クローゼット、武器用ロッカー、窓……。どこにも、誰の姿もない。

　――出てっちゃったのかな……。

「ミカちゃん」

「わっ！」

　不意に足元から声がして、驚いたミカは腰を抜かした。

「ア、アトラさん……？」

　ベッドの下の隙すき間まから、アトラの顔がにょきっと出ていた。

「すまない。驚かす気はなったんだが」

「……驚くよ」

「私は本来、部屋にいてはいけない身だからな。隠れさせてもらった」

　ミカは、あきれた。

「わたし以外の人が、わたしの部屋に勝手に入ったりしないよ」

「もしそうなら、空き巣や強盗は、この世にいないってことになる」

「ここ、学校の寮だし、そんな物ぶつ騒そうなのいないってば」

　ついさっき、魔物を侵入させようとしていたのは誰か。

　――あ、そういえば、鹿みたいな変なのいたっけ。

　――ううん。あれは、きっと気のせい。

　ひとりで思案しているミカに、アトラが言った。

「それじゃ、おやすみ」

「うん、おやすみ。……って、もう寝ちゃうの？」

「眠れるときに寝ておかないと、いざというとき困るからな」

　――いざというときって？

　――ていうか、そこで寝るの？

　たずねる間もなく、アトラの首はもうなかった。

「あ、あの、上で寝たほうが良くない？　せっかく空あいてるんだし」

　ミカの提案に、ベッドの下の声は言った。

「寝ているあいだに侵入者が来た場合に、私の存在がバレるリスクを減らすためだ」

　そんな大胆な侵入者が来たら、バレるとかバレないの問題じゃないのでは。

「だ、大丈夫だよ。わたし、ずっと見張っとくから！」

「できない約束は、するものじゃない」

　――うっ……。

　――でも、命の恩人を、そんなとこに寝かせられないよ。

「わたし……、い、いびきうるさいよ？」

　――ほんとはそんなことない。

　――と、思うけど……。

「ま、真下にいると、響くよ？　寝れないよ？」

　アトラは、ばつの悪そうな笑みを浮かべて顔を出した。

「……わかったよ。そこまで言うなら、上を使わせてもらおう。ひょっとしたら、私のいびきだって、うるさいかもしれないしな」

　ミカは、ほっとため息をもらした。

　――よかった。

「で、そうとなれば、ここから出たいんだが」

　アトラがベッドの下から抜け出るスペースは、ミカによってふさがれていた。

「わ、ごめんなさい！」

　ミカは座ったままの姿勢でからだをひいた。急に飛びのいたので、後ろの本棚の角に腰を軽くぶつけた。

「大丈夫か？」

「うん。へいき」

　本当は、結構痛かった。

　アトラはベッドの下から抜け出すと立ち上がり、制服のほこりを軽く手ではらった。

　ちっとも、キレイな光景ではないはずなのに、そのしぐさは水辺で水滴をはらう白鳥のように優雅に見えた。

　英雄の孫娘で、森で野宿して生き残れるほどの実力を持った戦士。

　――そんなひとが、なんでわざわざ学校に？

　ミカがぼーっとそんなことを考えているあいだに、アトラはハシゴに手をかけていた。

　――あ、ビスケット渡さなきゃ！

「ア……」

　アトラさん、と言いかけて、ミカは言いよどんだ。

　わざわざ『アトラ、でいいよ』と言ってくれたのだ。いつまでも『アトラさん』と呼んでいたら、そっちのほうが失礼な気がする。

「なにか言ったか？」

　アトラが、ミカに振り向いた。

「ア……」

　アトラが怪け訝げんな顔でミカを見つめる。

「ア、アタランテは、ロッカーに入れておけば？　邪魔じゃない？」

　――意気地なし！

「いいんだ。こいつがそばにないと落ち着かないから」

　そう言うと、アトラはハシゴを昇りはじめた。

　――急に呼び捨ては、難しいな。

　そもそも、ミカはあまり他人を呼び捨てにしたことがない。親しい間あいだ柄がらであっても、同性は『ちゃん』づけ。異性は『くん』づけ。目上の人は『さん』づけ。

　呼び捨ては、亀のポチくらいだ。

　――やっぱり、ほかの呼び方から、徐々に呼び捨てにシフトしてこう。

　ミカはアトラの呼び方について思案をめぐらせた。

　アトラっち――これは、なれなれしい。

　アトラ氏――これは、よそよそしい。

　アトランティス――これは、呼び捨てより難易度高い。

　アトラどの、ミズ・アトラ、アトラ嬢、アトラの君きみ……。

　――やっぱ『アトラちゃん』が無難かな。

　妥だ協きようしまくった結論が出たところで、ミカは嫌なものを見つけてしまった。

　ひび。

　アトラが次に足をかける横木に、決して小さくないひびが入っていた。ミカはハシゴを使わなかったので気づかなかったのだ。アトラの体重が乗れば、確実に壊れる。

　――教えなきゃ！

　上のベッドをすすめたのは自分だ。なんとか警告しなければ。

　しかし、腰を抜かして座り込んでいるミカにできることといえば、名前を叫ぶことくらいだった。

「アトラ！」

　部屋中、いや、廊下にも、ミカの声が響いた。

「……どうした？」

　アトラはあげかけていた足を戻し、キョトンとした顔で振り向いた。

「あ……その……」

　ミカのほうも、キョトンとしていた。

　――勢いで呼んじゃった。

「そんな風に呼ばれたら、困るじゃないか」

「え……」

　――アトラでいいよ、て……。

　ミカがしゅんとしていると、アトラは笑って言った。

「そんな大きな声で名前を呼んだら、バレるだろう」

　――なんだあ……。そういう意味か。

　ミカは、森のなかで賊が逃げていったときよりも、はるかに安あん堵どした。

「で、どうしたんだ？」

「……ハシゴが、壊れそうなの。ほら」

　ミカは、ようやく立ち上がって、割れかけの横木を指さした。

　アトラがハシゴからおりて、しげしげとそれを見つめる。

「あぶないところだったな」

「もっと早く気づけば良かったね」

「いや、助かったよ。ありがとう」

　――よし、この流れ。いける！

「あの、それとね。ビスケットがあるんだけど……」

　ミカはここぞとばかりに、制服のポケットに手を入れた。

　――あれ？

　ビスケットが、ない。

　正確には、それはもうビスケットではなかった。

　尻もちをついたり、壁にぶつかったり、ビスケットにしてみれば激しい衝撃が繰り返された結果、コナゴナに砕けていたのだ。

　――どうしよう。こんなの渡せない。

「ビスケット？」

　ビスケットがあるんだけど、と発言した事実は、いまさら覆らない。

「ビスケットが……。ビスケットってものが、世の中にはあるんだけど！」

「あ、ああ」

「小麦粉に牛乳・油ゆ脂し・砂糖・鶏けい卵らんなどをまぜて、成形して焼いた菓子なんだ！」

「知っているが……？」

「知ってるんなら、……それは、良かったよ！」

「……そうか」

　アトラは首を傾げつつ、壊れかけの横木を踏まないようにハシゴを昇っていく。その背中を見ながら、ミカはため息をついた。

　――変なひとって思われたかな。

　まだ、知り会ったばかりの二人の距離は、簡単には縮まらない。

　しかし、どんな長い道のりも、

「あの……」

「ん？」

　最初の一歩というものが必ずある。

「おやすみ、アトラ」

　それを踏み出すことには、とりあえず成功した。

「ああ、おやすみ。――ミカ」




　おたがいに。
































　　　アトラ
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　私が小さい頃、ばあちゃんは言った。

『アトラや。よく、お聞き。弓は一対一の戦いでは弱い武器だ。矢を切らしてしまえば役に立たず、剣や槍やりの間合いに入ってしまえば、相手のほうが有利だ』

　さらに、ばあちゃんはこうも言った。

『アトラや。よく、お聞き。カキは、生まれたときは全部オスで、やがて……』

　こっちは今、関係ないな。

　とにかく、私は、ばあちゃんを驚かせてやろうと思い、矢を切らしても、一対一の近接戦闘でも、弓で戦う方法を日夜考えた。

　試行錯誤の挙げ句、結局、弓そのものを武器として利用するほかに手段がないことがわかった。

　ただし、普通の弓ではすぐに折れてしまう。かといって素材を太くしすぎれば、弓本来の機能は下がる。それでは意味がないのだ。弓として使えないのなら、もとより棍こん棒ぼうを使ったほうが良い。

　そこで私は、ばあちゃんの『青いの』に目をつけた。

　ばあちゃんの『青いの』こそ、私が求めていた弓だった。弓としての能力は、歴史が証明しているし、得え物ものとして使っても、決して折れない強度を誇る。

　そうして『青いの』を拝はい借しやくして家を飛び出してから、二年。

　私は、我が流りゆうの弓きゆう術じゆつで、魔物退治などのアルバイトをしながら、資金を集めた。

　稼いだ金はダミニチュアの入学金でほとんど消え、矢を売却して得た金も、登校日の前日までの宿代ですべて消えた。

　それでも、良かった。

　私には目的がある。このダミニチュアで、なすべきことがある。野宿だろうがなんだろうが、する覚悟はあった。

　しかし、私は今、幸運なことに、学生寮の二段ベッドの上の段にいる。下の段では、私をここに招いた当の本人が、スヤスヤと寝息を立てていた。

　ありがとう、ミカ。

　そして、そのミカが閉め忘れたカーテンの隙すき間まからは、鹿しかの顔が見えた。

　なんだ、あの鹿。

　鹿？　いや、牛……にも見えなくも、ない。胴体は、……人間？

　ばあちゃん教えてくれ。あれはなんだ。







　　　クラッシャー
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　ミカたちがダミニチュアに入学して数日が過ぎた。

　今日から、いよいよ本格的に実技科目がスタートする。

　生徒たちは、学科棟併設の弓きゆう道どう場じように集合していた。

「よーし。弓術科なのに、いつまでも矢を射るシーンがねえってのも、意味がわかんねえからな。この辺で存分にぶっ放してもらうぞ」

　シャムが、海に投げる前の釣つり竿ざおのように自分の弓を肩に担かつぎながら言う。

「あれ『ロックスリイ』だよ」

　壁に弓を押し付けて、弦つるを張っていたミカが歓喜の声を上げる。

「ロックスリイ？」

　アトラには何のことやら、わからない。

「そういう名前の弓だよ。西弓ウエストボウの高級品だよ」

「へえ。先生ともなると、いい弓を使ってるんだな」

「アトラのアタランテほどじゃないけどね」

「確かに、あんなものでは、ナイフは弾はじき飛とばせんな」

　――飛ばせなくていいの！




「うちの道場はショートレンジ。マトまでの距離がだいたい三十メートルだ。見ての通り、マトは六つあるが、最初だし、個人の実力を一人ずつ確認したい。とりあえず命中精度のテストだ。一人一射ずつ、交代で二巡してくれ。じゃあ、俺は寝る」

　――実力見るんじゃないの？

「じゃあ、あたしからっ！」

　壁によりかかって、寝る体勢に入ったシャムを気にする様子もなく、パラボラが率先して、位置につく。

　パラボラの弓は、Ｂの字型に湾わん曲きよくしている。丈は短めだが、パラボラ自身が小さいので長く見える。

「いきまーっす！」

　ほとんど予備動作のないすばやい手つきで、矢が放たれる。

　鋭い弾道で見事、命中し――、




　マトが爆発した。







　　　百点満点で
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　一同は、道場に響き渡った爆音に呆ぼう然ぜんとしていた。

「ごめんっ。矢じりを普通のにするの忘れてたっ！」

　ミカがパラボラの矢や筒づつに残った、ほかの矢を確認する。

「矢じりっていうか、……これ、榴りゆう弾だんじゃない？」

「んにゃー、いつものくせでっ」

「パルちゃん。いつも何してるの？」

「なるほど、私は弓での攻撃のバリエーションばかり考えていたけれど、矢じりに変化を持たせるという方法もあるわけだな」

「あるわけだっ！」

「あるわけだっ、じゃないよ！　先生、パルちゃんがマトを……」

　シャムは、どこからか取り出したノートに何か記入していた。

「パラボラ、八十五点、と」

　――採点してる場合ですか？

「じゃ、次」

「せ、先生。い、いいんですか？　マトは？」

「なに言ってんだ。まだ五個あるじゃねえか」

　ガターン！

　粉ふん砕さいされたマトのとなりのマトが、時間差で落ちた。

「……あの、四個になりましたけど」

「じゃあ、少なくともあと四人はできるな」

　――一人一殺計算？

「ごめんっ。もう一回いーいっ？　普通の矢も一本だけあったからっ！」

「そうだな。今のじゃ実力はわからんからな」

　――さっきの点数は何？

「んじゃ、いきまーっす！」




　そして、道場のマトは三つになった。

「ごめんっ、普通の矢じりに似せて作った、榴弾でしたっ！」

　ガターン！

　二つになった。







　　　邪道エルフ
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　ヌンキが愛用の武器を構える。

「エルフのヌンキが撃つ」

　――いや、いちいち言わなくても。

「うなれ！　『音速レゴラス』よ！」

　音速の名に恥じないスピードで、瞬く間に矢が命中。突き刺さったのは、マトの中心にかなり近い。狙いも正確だ。

「すごいっ！　はやいっ！」

　パラボラがとびはねる。

　ミカも、音速レゴラスの威力に仰ぎよう天てんした。したのだが、

　――なんかなあ。

　なんかなあ、という空気は道場中に漂ただよう。

「ヌンキ、十二点」

「なぜだ。睡すい眠みん大だい臣じん」

「妙なあだ名をつけるな」

「おねむさん」

　だいぶランクが下がった。

「大臣のほうで頼む」

「大臣よ。マトには命中したぞ」

「お前、ここ弓術科だぞ？」

「弓術科のヌンキ」

「クロスボウって、お前なあ……」

　音速レゴラスは機械仕掛けの弓だった。速度が出るのも当然である。

「弓は弓だけど。なんつーか、腑ふに落ちねえから減点した」

　――気持ちはわかるよ、先生。

　――でも、マトを壊したひとより低いのは少しかわいそう。

「だが、おねむ大臣」

「まぜるな」

「大臣よ。この音速レゴラスは初期段階よりも性能を大幅にチューンアップしているのだ。徹夜で作業した、その意気をくんでくれまいか。いや、くむがいい」

「お前、もう０点な」







　　　射しや法ほう八はつ節せつ
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「足あし踏ぶみ！」

　と叫んでから、ミカは弓と矢を左右の手にそれぞれ持ち、拳こぶしを腰にあてた姿勢から、ゆっくりと左足を開き、続いて右足を開いた。

「へえ『射法八節』か。おい、全員よく見とけ。お手本みたいなもんだから」

　――き、緊張するってば。

「胴どう造づくり！」

　弓をからだの正面に構える。

「先生っ！　『なんとかなんとか』って、なあにっ？」

　――それじゃ、質問通じないよ。

「弓ゆ構がまえ！」

　矢を弓につがえて、構える。

「射法八節ってのはな」

　――通じてた。

「打うち起おこし！」

　両手を、顔より高い位置にあげる。

「東国の道場で教えてる弓きゆう射しや術じゆつの作法だ。矢を射るための一連の動作を、八つの型に分けて、そんで、まぁ、あれだ、うまいことマトに当てる技術だ」

　――雑っ。

「引ひき分わけ！」

　弓を持った左手を前方に伸ばし、右手はつがえた矢を耳の後ろあたりまで引く。

「へーえっ、めんどくさいねっ！」

　――バッサリいかれた！

「ああ、めんどくせえな」

　――フォローもなしか！

　――いやいや、だめだめ、集中集中。

「会かい！」

　矢を引ききり、弦が矢を中心に鈍どん角かくに突っ張る。狙いも定まった。

　――よし。いい感じ。

「ヌンキを間違えて射殺しないように」

　――してやりたい！







　　　採点基準
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「離はなれ！」

　矢が放たれた。

　みじんの揺らぎもない美しい弾道で、マトに吸い込まれるように矢が飛んでいく。

　トシュッ！

「残ざん心しん！」

　矢を放ったままの姿勢をしばらく保ち、

「……ふう」

　やっと、ミカの緊張が解けた。

　パラボラが、ダッシュでマトに近づき、矢の刺さった場所を確認する。

「ど真ん中だよっ！」

　ミカの放った矢は、寸分の狂いもなく、マトの中心に正確に命中していた。

「驚いたな」

　アトラが正直な感想を述べる。

「へへっ。こう見えても村の道場では一番の名手。百発百中のミカちゃんだもんね」

　――道場では、ね。

「見事」

　ヌンキも称賛の声を上げた。

「短たん髪ぱつ足あし軽がるから、短髪大だい名みように出世だ」

「ど、どうも」

　パラボラが、テケテケと戻ってくる。

「ミカ、すごいねっ。かっこよかったねっ」

「へへっ。ありがとう」

　――このまま、こういう授業だけならいいんだけど……。

　――まあ、今、心配してもしょうがないか。

　――さて、これで初日の遅刻は取り返せたかな？

「ミカ、十四点」

　――低っ！

「な、なんでですか！」

「さんざん引っ張っておいて全然だめ、ってオチを期待してたんでな」

「……先生は、いったい何の採点を？」







　　　実戦主義
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　アトラがアタランテを手に立ち上がる。

「では、私の番だな」

「待って、アトラ。矢は？」

「最後の宿代のために売ってしまったから、一本もない」

「わたしの貸そうか？」

「だめだ。ミカと私では手の長さが違う。慣れない矢を使って、壊してしまっては悪いだろ」

「でも、それじゃ、どうするの？」

「私は、矢がなくても弓で戦う技術を持っている」

「え？」

　アトラは、両手でアタランテの端を握り、剣のように構えてマトのほうを見据えた。

「まさか……」

「はっ！」

　アトラは駆け出した。

「はああああ！」

　走りながら、アタランテを頭上に構える。

　あっという間に、マトの直前までたどりついた。

「やあっ！」

　弓のしなりを利用した打撃がマトに叩き込まれる。

　ドゴォォン！

　道場のマトが、また一つ減った。

　騒然とする一同の前に、やり遂げた顔で戻ってくるアトラ。

「どうだ。矢などなくても、弓で目標を打ち破ることはできる！」

「弓をそんな風に使っちゃだめだってば！」

「命がまだあるにもかかわらず、矢を切らした時点で戦士としては役に立たなくなるというのは、なんとも情けないじゃないか。私は命ある限り、あきらめたくない！」

「だけど、今、授業中だし……」

「アトラ、三十二点」

　――わたしより上？

　しかも、ダブルスコアを超えた。







　　　プレッシャー
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　こんにちわ。僕、シゲタカです。

　ダミニチュア戦士養成学校の弓術科、一年Ａ組の生徒です。東国の出身で、ミカさんと同じ和わ弓きゆう使いなんですよ。

「じゃあ、メガネ。行け」

「はい……」

　先生は、いまだに僕の名前を覚えていません。ですが、それは今、あまり大きな問題じゃないんです。それよりも、

　この短時間で、六つあったはずの道場のマトが、一つになってしまいました。

　なんなんでしょう、このひとたち。榴弾ぶち込んだり、マトを叩き割ったり……。

　僕が入学したのは、本当に弓術科なんでしょうか？

「あれっ？　『なんとかなんとか』やらないの？」

　六つのうち四つを壊した、アマゾネスの女の子が聞いてきました。

「ああ。あれをもとにした動作はするけど、僕は声には出さないよ」

「なんだっ。つまんないねっ！」

　悪かったな。

「つまらぬ」

　黙れ。０点エルフ。

　ちなみに、僕は彼と同室です。誰か代わってください。

「どうしたの、シゲタカくん。さっきから動かないけど」

　ミカさんは、比較的まともな子です。よかった、まともな子がいて。

　さて、どうして僕が動かないかというと、正解がわからないからです。

　普通に弓を引いていいのか？

　それとも、最後に一つ残ったマトを、いっそ壊してしまうほうが流れ的にいいのか？

　なんとなく、あの先生は後者を期待しているような気がします。でも、僕には、その手段がありません。なぜなら、僕はいたって普通の学生だからです。

　ああ、どうしよう。

「メガネ、大丈夫だ。お前には何も期待してない」

「は、はい」

　良かった。安心しました。

　……え、何も？







　　　先生の腕前
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　道場は変わり果てた姿になったが、ともかく、生徒の試し射ちは終了した。

「よーし。とりあえず、お前らの実力はだいたいわかった。お前らも、ほかのやつを見てて、なんか思うところがあったろ」

『はい！』

「だが、今の時点で他人より劣っているからって、気にする必要はねえ。学校は上達するためにあるんだからな」

『はい！』

「つっても、限界ってもんはあるから、伸びねえやつは伸びねえけどな」

『……』

「まあ、それを見極めるだけでも、無駄にはなんねえだろ」

『はい！』

「まあ、見極めた時点で、さっさとやめた方がいいけどな」

『……』

「それに上達したところで、しょせん弓じゃ主役にゃなれねえがな」

『……』

「あ、いや、まぁ、あれだ。斧おのよりはマシだ」

『はい！』

「んじゃ、メシ食ったら、午後からは学科な」

『はい！』

「ああ、それと。入学前にケガして、昨日まで入院してたやつが、午後の授業から登校すっから、まず最初にそいつを紹介する。仲良くやってくれ。んじゃ、解散」

『ありがとうございました！』

　生徒たちは、自分の道具を片付け始めた。

「ロックスリイの勇姿は見られなかったね」

「……それは誰だ？」

「シャム先生の弓だよ」

「ああ」

「見てみたかったなあ」

「ああ。ただ、私はあのひとが、本当に弓を扱えるのか、少し疑わしいと思ってるよ」

　――アトラも、充分疑わしいよ。







　　　転校生
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　ダミニチュア戦養校は、尖せん塔とうを中心に各学科の校舎が放射状に広がっており、尖塔には図書室や保健室など、各学科共有の施設が集まっている。

　今、ミカたちがいる学生食堂も、尖塔の二階に入っている。学生であれば基本的に無料なので、金のないアトラも利用している。

　寮の食堂は、本来、寮生でなければ利用できないので、アトラは遠慮している。つまり、朝夜の食事を抜いており、アトラにとっては今が一日のうちで、唯一の食事タイムである。

「アトラ、ホントにそれで足りるの？」

「ああ」

　唯一の食事タイムにもかかわらず、空腹に慣れているのか、もともとあまり食べないタイプなのか、アトラはいつもスープくらいしか食べない。

　対照的に、となりのアマゾネス少女は肉のソテーをガツガツ食っていた。

「転校生。どんな子かなっ」

　ミカが、焼き魚の定食に箸はしをつけながら答える。

「転校生じゃなくて、ケガで入院してて来れなかっただけだよ」

「そっか。残念っ」

「残念？」

「転校生のほうが、なんかドラマチックじゃんっ」

「こんな入学したばっかの時期に転校生って、無理あるんじゃない？」

「それもそうだねっ！」

　スープを飲み終えたアトラも会話にくわわる。

「だが、どんな生徒なのかは気になるな」

「おもしろい子だといいねっ！」

　――わたしは、これ以上変なひとが増えるのは、ちょっと。




「いいぞ。入って来い」

　ガラガラと教室前方のドアが開いて、弓術科の制服を来た生徒が入ってきた。

　背は、ミカと同じくらいで、体の半分くらいのサイズの小こ弓ゆみを背負い、

　そして、

　鹿しかっぽかった。







　　　偶ぐう蹄てい目もく
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『しかーっ！』

　ミカとアトラが同時に声をあけた。

　突然、発せられた奇声に、当の鹿頭はシャムの後ろに隠れてしまった。

「なんだ、どうしたお前ら」

「い、いえ、なんでもありません」

　ミカが、アトラにひそひそとたずねる。

「ね、ねえ、ひょっとしてアトラも見たの？」

「ああ、昨日の夜に」

「やっぱり同じひと、……ひとでいいのかわかんないけど、同じ人物かな？」

「似ているが、昨日のやつは、もっと全体的に大きかった気がするな」

　ほかの生徒たちも、思わぬクラスメイトの出現にとまどい、ざわざわとささやきあっていた。

「そーか。お前ら、獣人が珍しいか」

「獣人？」

　――聞いたことあるけど、初めて見た。

「ああ。北のほうじゃ、そんなに珍しくないんだがな。おい、隠れてないで、ちゃんと自己紹介したほうが、みんな安心すんぞ」

　鹿頭はおずおずと、前に出て、

「ボクはカホンです」

　と、外見に似合わず、か細い声で言ったきり、黙ってしまった。

「そんじゃ、なんもわかんねえだろ。よし。質問タイムだ。質問のあるやつ」

　当然のごとくパラボラが手をあげる。

「はいっ！　なんの獣人さんですかっ！」

　――そりゃあ、鹿だよね。

「プロングホーン」

　――違った。

「プロングホーンって、なにっ？」

「プロングホーンは、プロングホーンです」

「なに科の動物っ？」

「……プロングホーン科」







　　　泥沼
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「なんでケガしてたのっ？」

「動物と間違われて……足を、射たれました」

　静まり返る教室。

「……間違えて射殺しないようにお願いします」

　ウケ狙いではなさそうだ。

「あー、この空気をなんとかできる質問があるやつ、いるか？」

　難題。

「ミカ、お前さっきなんか叫んでたな。聞きたいことあんじゃねえのか」

「え？　ええっと……」

　――夜に、寮の周りをうろうろしてましたか？

　――なんて、聞くわけにもいかないし。

「ええっと、変わった弓ですね」

「弓はお母さんの手作りです」

「き、器用な、お母さんですね」

「はい。でも……幼い頃に亡くなりました」

　――まさか。

「動物と間違われて」

　取り返しのつかないほど気まずい沈黙が、空間を満たす。

　――わーっ、ごめんなさい。

「ヌンキから質問だ」

　――あんたは黙ってたほうがいいってば。

「特技はなんだ」

　――意外に普通の質問だ。

「速そく射しやが得意です」

　速射とは、すばやく矢をつがえて次々と発射する技術である。

「速射……」

「どうしたんだミカ」

「ん？　ううん、べつに……」

「ヌンキは早着替えが得意だ」

　誰も興味なかった。







　　　女子寮
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　午後の授業も終わり、ミカとアトラは寮に戻ってきていた。

「やっぱり、あのカホンってひとかな？　夜の鹿人間？」

「どうだろう。なんとなく違う気がする」

　そのとき、ドアにノックの音がして、ミカはピクリと振り返った。

「はい！　今、開けます！　……アトラ、隠れ――」

　ミカがアトラに向き直り、小声で指示を出す。

　だが、アトラの姿はすでになかった。

「早っ！」

　ミカは深呼吸してから、ドアを開けた。

「こんにちわ、ミカちゃん」

「アスケラ先生……。なんでしょうか？」

　アスケラは弓術科一年Ｂ組の担任で、エルフの女性である。ヌンキと違い、エルフ然とした落ち着いた女性だ。学生寮の寮長も担当していて寮内に住んでいる。

　つまり、無断で寮に宿泊している、アトラの存在を知られるわけにはいかない。

「ミカちゃんの部屋は、ミカちゃんだけよね？」

「え、ええ……」

　――やばい、なんか感づかれたかも。

「そうよね、良かった。新しく入寮申請があってね。もし、とくに不都合がなければ、一人、同室をお願いしたいのよ」

「え？」

　――すっごく不都合だけど、アトラのことは言えないし。

「わ、わたし、人見知りなんで……」

　弱すぎる言い訳。

「あら、それなら大丈夫よ。あなたと同じクラスの子だから」

「え？」

「ほら、そんなとこに立ってないで、いらっしゃい」

　アスケラが呼びかけると、鹿頭がちょこんと現れた。

「昼間、会ったでしょ？　カホンちゃん」




「カホン……ちゃん？？」







　　　有名人
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「女の子だったの？」

「ええ。ボクは女ですが？」

　――まぎらわしい！

　――顔が鹿じゃ、わかんないってば。

「ミカちゃんが良ければ、今日からでもお願いしたいのだけれど」

「え、ええと……」

「獣人と一緒は……いやですか？」

　カホンが悲しげに言う。

「そんなことはないけど……」

　――ごめん。少しあるけど。

　――でも、違うの。もっと重要な問題があるの。

「ミカ、もういいよ」

「あ……」

　アトラがベッドの下からするりと抜け出てきて、立ち上がった。カホンが驚いて、アスケラの後ろに隠れる。

「私が出て行けば、問題ないだろ」

「で、でも、どこに泊まるの？」

「大丈夫。あてがあるから」

　――うそだ。

「……だめだよ」

「しかし、正規の入寮希望者を追い返してまで、ここにいたくはない」

「ごめんなさい。先生には話が見えないんだけど。あなたは？」

　アスケラが聞く。

「一年Ａ組のアトラです。すみません、今日まで無断で寮を使用していました」

「アトラさんって、あの、うわさの弓聖女アズサのお孫さん？」

「はい」

「うっそー。え、マジ？　寮にいたんだー。わー、もっと早く言えっつーの。ねー、あとで一緒に写真撮ろーよ！　先生ねー、アズサさんとも撮ったことあるんだよーっ。そんときね――」

　訂正。アスケラのプロフィールから『エルフ然とした落ち着いた女性』は、削除。







　　　地獄行き
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「ようするに、泊まるあてがなくて、ミカちゃんの部屋に居い候そうろうしていたのね」

　アトラが自分の立場を説明すると、アスケラは素に戻った。

「先生としては、見過ごすわけにはいかないわね」

「もちろん、わかっています。だから出ていくつもりです」

「でもねえ。大事な生徒を路頭に迷わせるわけにいかないわよね」

「心配いりません。私は今までも、一人で寝泊りしてきましたから」

「今まで大丈夫だったから、これからも大丈夫なんて保障は、どこにもないわ」

　正論。

「そうねえ。じゃあ、先生の部屋に来なさい」

「え？」

「大丈夫。一人くらい平気よ」

「しかし、タダで住まわせてもらうわけには」

「いいじゃない。ほかの子だって、どうせ学費も寮の家賃も親が出しているんだし。自分で学費稼いだだけでも充分えらいわよ、あなた」

　恐縮するミカとカホン。

「……で、ですが」

「うーん、そうねえ。じゃあ、食堂の仕事とか、共有部分の清掃のお手伝いを毎日すること。それならいいでしょう？」

「それでは先生への恩返しになりませんし、それに、その程度のことでは」

「あら。パートのおばちゃんたちの仕事をなめちゃいけないわよ」

「いい話だと思うよ、アトラ」

　しぶっているアトラに、ミカが言った。

「なにか、甘えすぎているような気がする」

「そうかな。教師の部屋に住まなきゃいけないなんて、それだけで地獄じゃないかな」

「あの、ボクもそう思います」

「……なるほど、そういう見方もあるな」

　アトラは、アスケラに深々と頭を下げた。

「先生。では、よろしくお願いします」




「……嫌な納得の仕方ね」







　　　幕間　２




　下校の途中、空とわたしの心のなかは、おんなじくらい曇ってた。

「じゃねーっ！」

　寮住まいじゃないパルちゃんは、別れの言葉を叫ぶと、街のほうに向かう道へ、トコトコ駆けてった。

　アトラは、アスケラ先生に呼び出されて、まだ学校に居残ってる。

「帰りましょう。ミカさん」

「う、うん」

　だから今日、ここから先の帰り道は、わたしとカホンの二人だけ。

　こんなときに限って、なんでか知らないけど、ほかの学生もほとんどいなくて、ほんとに二人っきり。

「どうかされました？」

「ううん。……なんでもない」

　カホンは、すっごくいい子。

「具合が悪ければ言ってください。ボク、お薬には詳しいですから」

「う、うん。ありがとう」

　ほんとにいい子なんだけど、わたしはちょっと苦手。

　なにが苦手って、そりゃ……。

「そろそろ、一雨来ます」

「え、なんで、わかるの？」

「ツノのつけ根がじーんとするのです」

　そりゃ、半分、鹿みたいなとこだよね。

　あ。鹿じゃなくてプロングホーンだっけ。鹿と牛の中間みたいな生き物らしいんだけど。その獣人だから、鹿みたいな牛みたいな生き物、みたいな人間。

　ようするに、ぶっちゃけ、見た目が怖い。

　まあ、わたしを襲ったりはしないと思うけどさ。いつもサラダばっかり食べてるし。

　でも、怖いは、怖い。目がほとんど黒目で、表情わかんない。

「降ってきたら、どうしましょう」

　通学路は、学校と寮のあいだを通せんぼしてる森を、ぐるっとまわりこむように長いカーブを描いて伸びてる。道のまわりは、草っぱらか土ばっかりで、雨宿りできるような建物は少ない。

「もう少し行くと、使ってない、きったない牛小屋があったと思うから、いざってなったら、そこまでダッシュしよ」

「はい」

　あ。今の、失言かも。

「えっと、きったないっていうのは、その、小屋がきったないってだけでね。牛のことをきったないと思ってるわけじゃないからね」

「はあ……」

　余計なフォローだった。

　不意に鳴り出した雨音が、気まずさをかき消してくれた。




　なんとか、制服がびっしょびしょになる前に、ボロ小屋の屋根下に駆け込むことができた。まあ、濡れたは濡れたんだけど。

「困りましたね」

　制服のすそをはたきながら、カホンがつぶやいた。

「うん……」

　確かに困った。このままだと間が持たない。

　部屋に戻っちゃえば、なんか寝たフリとかでごまかせるけど、今はそういうわけにもいかない。なんか会話しないと。

　なんて思いながら、今朝も、あんまりしゃべれなかったんだっけ。だってなにをしゃべっていいか、わかんないんだよね。

「ミカさん」

　向こうは、いろいろ話しかけてくれる。

「東の国のかたはみんな、食事用の箸と、ハエを捕まえる用の箸を持っているって、本当ですか？」

　けど、話題がわけわかんない。

「そんなひと見たことない」

「え。じゃあ、どちらも同じお箸なんですか？　不潔じゃありませんか？」

「普通のひとは、お箸でハエとったりしないよ」

「……残念です」

　なんか、すごくガッカリされた。誰だ、変なウソ吹き込んだのは。

　なにかしゃべらなきゃ、なにか。わたしとこの子の共通の話題……。

「アトラさんに聞いたのですが、ミカさんは弓のこと、詳しいんですよね」

　……まあ、そうなるよね。

　もちろん、わかってる。一番の共通の話題は弓のことだって。

　でも、この子と弓の話は、あんまりしたくない。

「ボクは速射が得意なんですが、ミカさんはなにがお得意なんですか」

「……とくにない」

「そ、そうですか」

　ちょっと、冷たかったと思う。

　だけど、速射が得意、なんて子と、弓の話をするのはつらい。

　わたしにとっては。

　しばらく沈黙が続いたあと、カホンが急にかがみこんだ。

「……気分でも悪いの？」

　わたしの態度が、そんなにショックだったかな。

「いえ。カエルさんです」

　カホンの目線の先に、雨に打たれる小さなカエルがいた。

「おいで、カエルさん」

　言葉に反応するように、カエルはカホンの差し出したひづめに、ぴょこんと乗った。

「ずいぶん派手なまだら模様ですね。ボクはじめて見ました」

　わたしは、見たことある。

　図鑑と、実家の近所の、入っちゃいけない沼で。

「カ、カホ、ちゃん。そ……、それ」

「ひょっとしてミカさん、カエルさん苦手ですか。かわいいですよ？」

「それ、ヤドクガエル」

「ヤドク……？」

　毒矢を作るときに利用される、皮膚から猛毒を出すカエルだよー。ほーら、わたしって弓だけじゃなく、矢のことも知ってるんだよー。

　なんて言ってる場合じゃないっ。

「じ、じかに触ると、し……」

「し？」

「死ぬ」

　たぶん。

「へえ、死ぬんですか」

「う、うん」

「…………死ぬんですかっ！」

　カホンが慌てて、カエルを放した。

　というか、放りだされる危険を感じたカエルが、驚異的なジャンプで飛びのいた。

　わたしの顔に。

「ゲコッ！」

　ぬめぬめした、思ったよりも長いカエルの両腕が、わたしの視界を奪った。

　ああ……。なんか、入学してから腰ぬかしてばっかり……。

「わぁ、ごめんなさい！　ミカさん、死ぬんですか！　死ぬんですか！」

　死にたくないです。




　わたしが目を覚ますと雨はやんでいて、カエルもいなかった。ただ、黒目だけの瞳が、わたしの顔をのぞきこんでいた。

「よかったです。気がついたのですね」

「……カエルは？」

「カエルさんは、ボクがひきはがして逃がしてあげました」

「素手でさわったらあぶないんだってば！」

　あ、わたしは顔に乗っけてたんだった。なんで死んでないんだろ？

「ボクは、なんともありません。ミカさんは、目を覚まさないから不安だったのですが、息はされていたので……」

　ただ、気絶してただけか。

「そう。心配させて、悪かったね」

「いえ。……ところで、本当にヤドクガエルさんだったんでしょうか」

「間違いなく、そうだったと思うけど」

「じゃあ、たまたま毒を持ってない、ヤドクガエルさんだったのですね」

「そんなの、いるかな」

「きっと、変わり者さんです」

　……確かに、そんな変わりものもいるのかもしれない。

　もろに、顔にへばりつかれたのに、なんともなかったんだもん。そうじゃなきゃ、説明がつかない。

　それにしても、ヤドクガエルのくせに毒がないなんて。

「かわいそうな子」

「かわいそう、ですか？」

「毒、持ってるからヤドクガエルってくらいなのに、毒持ってないなんてさ。きっと、人生、じゃない、カエル生？　ヤドクガエル生かな？　つまんないだろうな」

「そうでしょうか」

　カホンのツノが、雲間からのぞく夕陽を反射してまぶしく光った。

「あのヤドクガエルさん、大変なジャンプ力でした。ボクの手からミカさんの顔までひとっとびですよ」

　あの場面は、しばらく夢に出そう。

「きっと毒がないぶん、ほかのカエルさんより、人一倍、いえ、ヤドクガエル一倍、一生懸命、足を鍛えたんじゃないでしょうか。立派なかたです」

　立派なかた？　カエルだよ？

　獣人って、わけわかんない。

　なんて言ってやりかったのに、わたしの口から出た言葉は違った。

「……優しいんだね」

　なんでだろ。あのヤドクカエルのことを、バカにしなかったからかな。

　わたしに似たあの子を。

「そ、そんなことないです」

　表情がわからないはずの顔が、照れたように見えた。夕陽で赤く染まってたから、そう見えただけかもしれないけど。

「……帰りましょうか」

「うん」

　立ち上がったときに、わたしは初めて気づいた。

　カホンの背。わたしと、ほとんどおんなじだ。

　そっか。ほとんど、おんなじなのか。

「……今日は、ごはん、何にするの？」

「そうですね。南なん方ぽうのお野菜に、チャレンジしてみます」

　わたしとカホンは、寮に向かって歩きはじめた。ふたりが住む場所へ。

「バッチコーイ！」

　突然、カホンから変な音がした。

「な、なに？」

「すみません。雨で、からだが冷えたみたいで」

　答えになってない。

「バッチコーイ！」

「ねえ、それって、もしかして……」

　くしゃみなの？

「バッチコーイ！」

　そうみたい。

「どうかされま……、バッチコーイ！」

「う、ううん。か、帰ろっか」

「バッチコーイ！」

　やっぱ、獣人わかんない。

































　　　カホン
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　獣人族は斧おの使つかいが多いですが、ボクは弓を使っています。

　お母さんは、ボクが物心つく前に死んでしまいました。なので、ボクは、お母さんの顔を覚えていません。

　ボクにとっては、お母さんの作った弓だけが、唯一、お母さんの面影なのです。

　ボクは知りたい。お母さんが、どんな人だったか。どんなことを考えて生きていたのか。弓きゆう術じゆつを学んでいれば、いつか、それがわかるような気がしています。

　学校のみんなは、いいひとたちです。

　同室のミカさんも、優しくしてくれます。まだ、獣人のことをちょっと怖がっているみたいですが、それはお互い様です。

　そういえば、ミカさんとアトラさんに、変なことを聞かれました。

『入院中に、夜中に病院抜け出したりしなかった？』

　ボクが「いいえ」と答えると、二人とも、安心したような残念なような、なんとも言えない表情を浮かべていました。理由を知りたいのですが、なんとなく聞きづらいので聞けずにいます。

　ボクはミカさんを起こさないように、そっとベッドを降りました。

　横木の一本はずれたハシゴがギシギシ音を立てましたが、さいわいミカさんは眠ったままでした。

　ミカさんは寝つきがよくて、夜はすぐに寝てしまいます。でも、初日の朝は、寝坊して遅刻しかけたという話を聞きました。前の日、新生活に胸がときめいて眠れなかったりしたのでしょうか、

　それとも、眠れなくなるようなものでも見たんでしょうか。

　あした、聞いてみようかな。

　カーテンをそっと開くと、月の光が射し込んできました。

　ボクはこうしてよく月を眺めています。遠く離れた故郷でも、おなじ月が輝いていると思うと、ほっとするのです。

　ミカさんや、アトラさん……。これから、みなさんと楽しい思い出をたくさん作れるといいな。不安もたくさんあるけれど、なんとかやっていけそうです。

　近くには、家族もいてくれますし。

　あ。

　ほら、今もボクに手をふってくれてます。







　　　プロホあるある
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「ああ、それはボクのお兄ちゃんだと思います」

　カホンがなんの気なしに言った。

「お兄ちゃん？」

　通学路にミカの驚きがこだまする。森の中ではない正規の通学路。丈の低い草原の間を突っ切る、幅の広い、舗装された石敷きの道である。今は、登校する生徒であふれかえっていた。

　二人の反応にとまどいながら続けるカホン。

「は、はい。お兄ちゃんは、斧ふ術じゆつ科かの教師で、生活指導の担当なので、夜に寮のまわりを見回っていますよ。現に昨日見ましたし」

「なんだ、じゃあ先生だったんだ。暗くて服とかよく見えなかったからなあ」

「しかし、『お兄ちゃん』ということは男性だろ。見回りとはいえ女子寮の敷地に入っていて、問題にならないのか？」

「覗のぞきと思われてもしょうがないよね」

「獣人だから、いいのではないですか？」

「ふーん」

　それで納得していいのだろうか。

「もしかして、夜に病院を抜け出したりしなかったか聞いたのは……？」

「うん。カホちゃんが犯人なのかも、って思ってたの」

「私は、違うような気がしていたが」

「当たり前じゃないですか。お兄ちゃんとボク、全然似てないですよ」

　――いや、似てるよ。

「まあ、ボクも人間の見分けは、なかなかつかないですからね」

「へーえ。やっぱり」

「メガネがなかったら、シゲタカさんとヌンキさんが一緒に見えると思います」

　――ヌンキくんは人間じゃない。

「逆に考えれば、人間からは獣人の違いがわからないかもしれません」

「そうでしょ？」

「ボク、女のくせに小さいツノがありますからね。プロングホーンのメスってツノがないのが普通ですもんね」

　――そんな普通は知らない。







　　　憂鬱
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　ミカたちの横を、シゲタカとヌンキが通りかかった。

「おはようございます。シゲタカさん、ヌンキさん」

「あ、おはよう」

「おはよう、ツノ小こ町まち」

　――ツノ小町？

　――ああ。カホちゃんか。

　――わたしは、なんだっけ、短たん髪ぱつ……。

「どうした、短髪大だい名みよう」

　――そうだ、出世したんだよね。

　――あー、でも、今日また足あし軽がるに戻っちゃうかもな。

　――って、どうでもいいんだけど名前なんか。

「何やら浮かぬ顔だな」

「え？　そんなことないよ」

「そういえばミカさん、今朝から元気がないです」

「どうかしたのか、ミカ」

「なんでもないって、べつに」

「便べん秘ぴか」

　デリカシーのないエルフ。

「たぶん、違います」

　――マジメに答えなくていいよ、カホちゃん。

　アトラが珍しく空気を読んで話題を変えた。

「ところで、今日の実技ってなんだったかな」

　――ギクッ。

「アスケラ先生の速そく射しや術じゆつだよ」

　シゲタカが、すかさず答えた。

「カホンさんは、速射が得意って言ってたね」

「はい」

「じゃあ、今日はその腕前が見られるね」

「はい！」

　――はーあ。







　　　アスケラのお手本
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　いつの間にか、道場のマトは六枚に戻っていた。

「はい、お待たせ。それじゃあ、速射術の授業を始めるわね」

　生徒達が壁ぎわに座って待っていると、中心部の尖とがった、丁度、弦つるを底辺にした二等辺三角形状の弓を持ったアスケラが現れた。

「言葉で説明するよりも、まずは、私のお手本を見てもらいます」

　アスケラが、弓を構えて狙いを定める。

「ミカさん。あれは、なんていう弓ですか」

　カホンがたずねた。

　しかし、ミカはうわの空だった。

「ミカさん？」

「……え、なに？」

「どうしたんですか、本当に朝から変ですよ？」

「そ、そんなことないって」

　アスケラが最初の矢をつがえて、放った。

　ストン！

　ストン！

　ストン！

　ストン！

　ストン！

　ストン！

　無駄のない動きで、弓と矢や筒づつのあいだを腕が往復する。

　同時に、からだの角度を少しずつ変えながら、六本の矢が次々と発射され、そのすべてがマトの中心近くに当たった。

　拍手しながら立ち上がるアトラ。

「お見事！　さすが、アスケラ先生！」

「いやいやいや」

「お見事！　さすが！」

　アトラの態度にカホンが首をかしげた。

「アトラさんとアスケラ先生、なにかあったんでしょうか」

「さあ……」







　　　カホンの腕前
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「こんな感じでやってちょうだい。今みたいに速くできなくていいから。まずはやってみましょうか。じゃあ、やりたいひと？」

「はいっ！」

　パラボラが元気よく立ち上がった。

「あなたは、あとにしましょう。いきなりマトが全部なくなっても困るから」

「そうだねっ！」

　パラボラが元気よく座った。

　一同の脳のう裏りに不安がよぎる。

『そうだねっ』？？

「カホンちゃん、得意だって言ってたわね」

「は、はい」

「お願いできる？」

「お願いされます！」

　カホンが、ハープのような湾わん曲きよくの大きい小弓を抱えて立ち上がった。

「では、いきます」

　毛で覆われた腕と、ひづめのついた手先が、器用にちょこまかと動いたかと思うと、矢が続けざまに放たれる。

　シュッ！　　シュッ！

　シュッ！　　シュッ！

　シュッ！　　シュッ！

　中心からは大きくそれてしまったのもあるが、すべての矢がマトに命中した。

「はやいっ、はやいっ！」

　パラボラが、パチパチと手を叩く。

「そうね。矢をつがえるスピードは先生より速いかもしれないわね。恐れ入りました」

「とんでもないです」

「ああ、先生には及ばないけど、確かに素晴らしかった」

「……アトラさん、先生となにか――」

　道場中が、カホンフィーバーに沸わくなか、




　ミカは一人、うつむいていた。







　　　エルフ対エルフ
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「次はヌンキが挑む」

　ヌンキは、矢の発射口が扇おうぎ状じように広がったクロスボウを床にセッティングした。

「ちょっと、お待ちなさい。なんだか、ものすごい装置が先生には見えているんだけど、気のせいかしら」

「案ずるな。現実だ」

「音速レゴラスはどうしたの」

「これがそうだ。改良した」

「どんな改良を施ほどこしたのか、聞かせてくれる」

「気が早いな。鬼き子し母も神じん」

「……私のことなのかしら？」

　アスケラの眉が、わずかにつりあがった。

「この改良型は、一度、引き金をひくだけで、六本の矢を放射することができる」

「へえ、すごいわね」

「すごい」

「ただし、それは速射とは言わないわ」

「無論」

「……わかってるなら、ちゃんと改良前のを使ってくれる？」

「しかし、クロスボウが連射に向いていない以上、短時間で六本のマトを狙うには、こうするしかない」

　強い反発力のクロスボウは、いちいちハンドルを回して弦を引かなければならない。

「試行錯誤の結果だ」

「あなた、学校になにをしに来てるの？」

「弓術を学びに」

「……もういいわ。好きにしなさい」

　ヌンキは、巨大なハンドルに手をかけた。当然、改良型もハンドル式である。六本もの矢を同時に飛ばすのだから、かかる力も半端ではない。

「手を貸してくれ鬼子母神」

「どうしたの？」

「ハンドルが回らん」

「あなた、もう０点以下よ」







　　　矢を買いました





[image: ]









「どうしたんだ、ミカ。ずっと黙っているけど？」

「な、なんでもないよ。……あれ？　アトラ、その矢」

　アトラが珍しく、きちんと矢の収まった矢筒を装備している。

「ああ。休日に魔物退治のアルバイトをして、矢を買ったんだよ」

「そう。良かったね」

　毎回マトを壊されては困るので、教師たちは実技になると、アトラを見学させていた。

「やっとアトラが矢を射るところ見られるね」

「期待するほどのものじゃない。ミカみたいにはいかないよ」

「……わたしなんか」

「アトラちゃん、次！」

「はっ！　先生っ！」

　なにやら二人のあいだには、主従関係が成立しているようである。

「アトラ、参ります！」

　美しいカーブの長弓を、長身の少女が髪を揺らしながら、凜り々りしい表情で構える。神話を題材にした絵画で見るような光景が現れ、誰もが目を奪われた。

　ヒュン！

　ヒュン！

　ヒュン！

　ヒュン！

　ヒュン！

　舞ぶ踏とうのように流麗な動作で五本の矢が放たれる。カホンやアスケラほど矢をつがえるスピードはないが、マトの中心近くにすべて刺さった。

　――やっぱりアトラは、すごいや。

　――あれ？　でも、

「……アトラ、もしかして五本しか持ってなかったの？」

「ああ。やはり五本の矢では六つのマトは射抜けないな」

　そりゃそうだ。

「安い十本セットを買うべきだったか。仕方ない、こうなれば……」

　アタランテの持ち手を近接戦闘モードに切り替えるアトラ。

「おやめなさい」







　　　ため息のわけ
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「それじゃ、この辺で真しん打うちに登場してもらおうかしら。ミカちゃん」

「えっと……わたしは、その」

「ほらっ、ぐずぐずしてると、あたしが先に、ぶっ壊しちゃうよっ」

　――できれば、そうしてほしい。

「うん……」

　ミカの足取りは重い。

「どうしたの？　緊張しているのかしら」

「いえ、大丈夫です……」

　ミカは、弓を構えた。




「離はなれ！」

　どんな直線をひいても、ふちの円周までの距離が等しくなる点。すなわちマトの中心に矢が突き刺さる。

「残ざん心しん！」

　六本の矢は、すべて完璧に命中した。

「……ミカ？」

「ミカっ！」

「ミカさん？」

「大名」

　なんと声をかけていいかわからない友人たちは、とりあえず名前を呼んでみた。アスケラもそれにならう。

「ええとね、ミカちゃん？」

「……言いたいことはわかります」

「シゲタカくん。今、どのくらいかかったかしら？」

「……五分以上は」

　ミカは、毎回バカ丁寧に射しや法ほう八はつ節せつを繰り返しながら、矢を放ったのだった。

「言いにくいんだけど、速射術の授業なのよね」

　――うぅ。だから、いやだったの。




「わたし、型かたどおりにしないと、……マトに当てられないんです」







　　　送り先ミス
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　道場から教室へ戻るあいだ、ミカの背中はいつもより小さかった。

「しかしミカは、そんなありさまで、なぜ百発百中などと呼ばれていたんだ？」

　アトラの興味本位な質問が、ミカの背中をさらに小さくした。

　――うぅ、こんなありさまで、すいません……。

「まさか、わざと逆のことを言われていたのでは……」

　カホンが悲しい想像をした。

「イジメだねっ！」

　パラボラが無む邪じや気きに汚名を着せる。

　――ここはきちんと訂正しなきゃ。

「ちがうってば。わたしの行ってた道場は、みんな必ず射法八節をしてから射るの。だから、道場にいるときは、ホントに百発百中だったの」

「そっちかーっ！」

「それなら納得だな」

「道場の隅すみで泣いていたミカさんは、いなかったのですね」

　三人は、それぞれホッとした。

「でも、ある日ね。試しに声を出さないで、型も気にせずに弓を引いてみたの。そしたら思うように飛ばなくて。それから、射法八節なしでやるの怖くなっちゃった」

　ミカは、打ち明け話をはじめた。

「射法八節さえやれば当たるから、べつにいいや、って思ってたんだ。ダミ校だって、道場がでっかくなったようなもんだし。同じようにごまかせばいいや、ってさ」

　ミカの告白に口をはさむものは、いなかった。

「だから、速射の授業がある、って聞いてからは、ずっと不安で――あれ？」

　というか、誰もまわりにいなかった。

　語りに夢中になっていたミカは、教室の入り口を通り過ぎていた。

　みんなはすでに教室のなかだ。

　――誰も聞いてなかった！

　すると、教室から無ぶ愛あい想そうな顔のエルフがひょいと顔をだした。

「つらかったな」

　ヌンキはそれだけ言うと、顔をひっこめた。




　――あんたに話したんじゃないやい。







　　　大惨事
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　村の弓術道場で「百発百中のミカちゃん」と呼ばれていたミカにも、決定的な弱点があった。

　それは、射法八節をこなさないと、力が発揮できないことだった。

　いちいち、しちめんどくさい所作をすべておこなわないと、狙ったものに矢を当てることができない。多少、精度がにぶるどころではない。まさに、かすりもしないのだった。

　つまり――




「実戦では、まるで役に立たんな」

　――はっきり言わないでよ。０点以下！

「そうね。役に立たないわね。スキだらけになるもの」

　――うぅ、先生まで？

「申し訳ないけど、ヌンキくんの言う通りだわ。０点以下の改良型レゴラスのほうが、まだ、あなたよりは役に立つわ」

「先生。それは、言いすぎじゃないか」

「あら。実戦に重きを置くアトラちゃんが、一番よくわかっているはずよ」

「それは……」

「でもね。それでいいのよ。最初から、なんでも完璧にできるのなら、学校なんて来る必要ないんだから」

　――先生……。

「だいたいさー。そんな子、ぜーんぜん、かわいくないしー」

　――……先生？

「ねー。ミカちゃんにも、ダメなところがあって良かったねー。ねー？」

　変なスイッチを押したらしい。

「そだそだ。どのくらいダメなのか知りたいからさー。試しに速く射ることだけ意識してさー。ちょっと、やってみてよー？　射法八節なんか無視しちゃってさーさー」

「……いいですけど、後悔しますよ？」

　ミカは弓を構えた。




　床、屋根、戸、壁、窓、シゲタカの制服のすそ、に穴があいた。







　　　雰囲気で
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　午後のホームルームになっても、ミカはへこんでいた。

「おーし、じゃあ、今日の授業は終わりだ。帰るなり、遊ぶなり、行き倒れるなり、好きにしやがれ」

「はーい！」

　生徒たちが帰り支度をはじめる。

「ミカ、帰ろうか」

「……うん」

「まだ、気にしてるのか」

「ミカさん……」

「ドンマイっ」

　ミカの足取りは重い。

「おー、聞いたぞ、ミカ」

　シャムが相変わらずの寝ぼけ顔で言った。

「速射術の授業でさんざんだったらしいな」

　――もう、うわさになってますか。

「これで、わかったろ。お前よりアトラのほうが点数が高かった理由が」

「えっ？」

　――そうか、あれは実戦を想定した点数……。

　――テキトーに見えて、ちゃんとした基準があったんだ。

「……はい、なんとなく」

　――パルちゃんは確か、八十五点。

「なあに？　あたしのこと、じっと見てっ？」

　マトがコナゴナになる映像が思い出される。

　――確かに。

　――いや、待って。

　ミカはクラスで一番、耳のいい男がいないことを確認してから聞いた。

「あの、先生」

「ん？」

「ヌンキくんは、なんで０点なんですか」

「なんとなく」







　　　保身
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　いつもは、ひとかたまりになって帰る四人だったが、今日は、一人だけ少し遅れて後ろからついてきていた。

「……はーあ」

　下を向いて、ため息ばかりついているので、距離はどんどん離れていく。

　アトラが見かねて立ち止まった。

「……なあ、みんな時間あるか？」

「あるよっ！」

「あります」

　ミカが三人に追いついた。

「……あれ？　どしたの、みんな？」

「特訓しよう」

「特訓？」

「ああ。落ち込んだまま寮に帰るのはいやだろ？」

「いいよ。そんなに気ぃ、使ってくれなくても。練習して、すぐにうまくなるわけじゃないんだし」

「だが、練習しなければ、いつまでもうまくならない」

　――うっ。

「でも、わたしのために、みんなをつきあわせるのは悪いよ」

「ミカのためじゃない、私たちのためだ」

「そうだよっ」「そうですね」

「え？」

　――もしや、これは、

　――『ミカが暗い顔をしてると、こっちまで暗くなってしまうんだ』

　――的なやつ？

「あんな速射は危険だ。上達してくれないと、私たちが命を落とす」

　――違った。

「そうだねっ！」

「ボクも死にたくないです」




「えーい、わかりましたよー」







　　　特訓開始
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「なんで、カホちゃんがマトを持ってるの？」

「壁がないからな。誰かが持つしかない」

　道場を壊したくないというミカの希望で、学校付近の草原に移動した。

「あの子、すでに泣きそうだけど」

「ミカもカホンに当てないようにと思えば、集中力が増すだろ」

「そりゃ、そうだけど……」

「さあ、まずは一本ずつでいいから、射法八節を気にしないことを意識しよう」

「はあ……」

「大丈夫だ。百発百中のミカちゃん、だろ？」

「……うん、やってみる」




　特訓が始まる前は、ほかの生徒たちも面白がって遠巻きに見ていたのだが、特訓が開始されるなり、クモの子を散らすようにいなくなった。それというのも――

「八十二射目いくぞーっ！」

　アトラの掛け声を合図に、カホンのマトを狙い、素早いモーションでミカが弓を引く。

　すると矢は、真横に飛ぶ！

　そんなことが繰り返され、誰もが「ここにいたら命はない」と、感じたのだった。




「百射目ーっ！」

　ミカの放った矢は、上空高くに飛んでいった。

「オーライ、オーライッ」

　落ちてきた矢を、パラボラが素手でキャッチする。

「すごいな」

「わたしが？　パルちゃんが？」

　最初、死を覚悟したような顔でマトを構えていたカホンも、今や口笛を吹かんばかりの余裕をかましていた。

「ここまで当たらないとは思わなかったな」

　――わたしもだよ。

　矢を原始人のように掲げながら戻ってきたパラボラが言った。

「ねっ。いいこと思いついたよっ！」







　　　アイデンティティ
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　こんにちわ。僕、シゲタカです。

　ダミニチュア戦士養成学校の弓術科、一年Ａ組の生徒です。

　僕は今、なぜか道場で、エルフにクロスボウの改造を手伝わされています。

「時間差をつけて発射すれば、鬼子母神も速射と認めるだろうか」

　知らねえよ。

　最近。自分の存在意義について考えています。

　クラスにはまた、濃いキャラクターが一人増えました。

　どんなひとかと言うと――

　プロングホーンの獣人で、女の子で、速射の達人で、妹で、しかも、つらい過去まで背負っています。

　さらに、一人称が僕とかぶっています。

　ただでさえ目立たないのに、これでは僕の立場がありません。

　普通の優等生だと思っていたミカさんも、常人離れした弱点があったようです。そのせいで今日は制服のすそに穴があきました。

『ごめんね、シゲタカくん。わざとじゃないんだ……』

　わかってるよ。僕に、わざわざ狙われるほどの個性はないからね。

「メガネ。そこのレンチをよこすがいい」

　この野郎は、ほかの人には妙なあだ名をつけているくせに、僕のことだけは、ただ単に『メガネ』と呼んでいます。よっぽど興味がないんでしょうか。

　はっ、そうか。

　これが唯一の僕の個性なのか。

　ヌンキ。君はそれを僕に教えてくれていたんだね。

　僕は、誓うよ。このメガネを死守していくことを。

「ねっ、ねっ。メガネくん、いる？」

　やっぱり、メガネさえあればみんなに認識してもらえるみたいだ。

「なんだい。パルちゃん」

「メガネ貸してっ」




　こんにちわ。僕、シゲタカです。

　僕の唯一の個性が、今、奪われました。







　　　ワイルドシング
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　パラボラが、メガネを手にして戻ってきた。

「パルちゃん、どしたの、これ？」

「メガネに借りてきた」

　――メガネを、じゃなくて？

「これで『なんとかなんとか』だよっ」

「ええっと、百発百中？」

「それだよっ！」

「べつに、わたし、目が悪いわけじゃ」

「いや、聞いたことがあるぞ」

　アトラが食いついてしまった。

「なにやら、白い球を速く正確に投げる仕事をしていた男の話だが」

「それ、どんな仕事なの？」

「その男は、自分では視力が悪いことに気づいていなかったんだ。だが、監督のすすめでメガネをした途端、白い球の命中率があがったという」

「監督って誰？」

「『あのムショあがりの悪ガキがやりやがる！』と世間は、沸きに沸いたらしい」

「悪い人なの？」

「とにかく、かけてみよう」

「いいけど、度があってないんじゃないかな」

　と言いつつ、ミカはかけてみた。

「どうだ？」

「アトラの顔がもやもやしてる」




「百一射目ーっ！」

　ミカは、もやもやした顔のカホンを目印に弓を引いた。

　小さなツノを矢がかすめる。

「効果あったんじゃないか？　ちゃんと前にとんだぞ」

「メガネ効果だねっ」

「わたし……、これなら、いけるかも！」

「みなさん、ちょっと待ってください！」







　　　子供の発想
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　カホンたっての希望で、メガネ装備案は却下された。

　その後、日が暮れるまで特訓は続き、合計千本の矢が放たれ、そのうちマトに当たった本数は――




「ゼーロでーしたー」

　ミカがやけぎみに叫んだ。

　疲れ切った四人は、とぼとぼと帰路についている。

「……まあ、始めたばかりだしな」

「千本中ゼロ本だよ？」

「んにゃー、逆に難しいっ！」

「パルちゃん。さすがにわたしも怒るよ」

「あの、次にやるときは、何か台を用意しませんか？　いいえ、用意しますから、ボクをマトにするのはやめてください」

　カホンは、よほどの恐怖を感じたらしい。

「やだーっ！」

「ボクにお母さんと同じ運命をたどれというのですか……」

「違う違う。もう、特訓がやだーっ！　当たる気しないもん」

「そんなことを言わずに、がんばろうじゃないか。私は可能性を感じたよ」

「それ、本気で言ってる？」

　ミカは、アトラの顔を仰いだ。

「一万本射るあいだに当たると思う？」

「微妙だな」

「ほらあ」

「大丈夫さ。何回でも挑戦すればいい。たとえ一万本はずれたとしても――」

　――はっ。一万一本目は、当たるかもしれない……？

　どこかで聞いたようなフレーズをミカは期待した。

「一億万本のあいだには、当たるだろう」

「アトラ……」




　――ほんとはバカなの？







　　　幕間　３




　初めて訪れる寮長部屋は、ミカの部屋よりもはるかに広かった。

　アスケラの趣味なのか、じゅうたんやテーブルクロス、カーテン、壁紙にいたるまで、内装はどれも派手な模様であり、選んだ本人でない限り、居心地が良いとは、とても言えない。

　アトラは部屋を見渡し、一ヶ所だけ、ほかと雰囲気が違うところを見つけた。奥の壁の隅すみに、何の塗装も装飾も施されていない木の扉がある。

「あの部屋を使ってもらえる？」

　アスケラが指さしたのは、まさにその扉だった。

「本当は物置なのだけれど、今は使っていないから」

「贅ぜい沢たくを言える立場ではありません」

　――こんな落ち着かない部屋より、そのほうが助かる。

　アスケラが、物置のドアノブを回して引く。部屋の隅に現れた四角い影のなかをのぞきこんで、アトラが言った。

「先生……。物置は、使っていなかったのでは？」

　アトラの目の前には混こん沌とんがあった。

　内装と同じく派手な柄の衣服や調度品の数々。弓や弓術具のコレクション。そして膨大な量の教科書や、紙の束、ファイル、書籍の類……。

　それらが一体となって、うず高い山を形作っている。

「私には、物置として立派に機能しているように見えるのですが」

　ゴミ捨て場として、とは言えなかった。

「ドアをあけたのが十年ぶりなの。十年、使ってなかったってわけ」

　――言葉の綾あやか。

　アトラは今の言葉に、ほかにもなにかひっかかるものを感じたが、ゴミ山でこれから暮らすことになるという衝撃の前に、その違和感は霧む散さんしてしまった。

「がんばれば、ひとが一人眠れるくらいのスペースはできると思うわ。じゃあ、先生は見まわりに戻るから、ゆっくりしていてね」

　アスケラは、薄く笑みを浮かべると、部屋をあとにした。

「ゆっくり、か」

　アトラは、必要なものしかないというゴミ山を眺め、一人つぶやいた。

「確かに、すぐには片付きそうにないな」




　アトラはまず、山のはしばしから突き出ていた弓を引っ張り出した。

　それを、やはりところどころに散らばっていたケースに収め、机やら棚やら、家具類と一緒に、いったん物置の外に出す。

　衣類は、よりわけてひとまとめにする。派手な柄ものばかりなので、集めるのは簡単だった。だが、たたむのにまた一苦労である。

　あとは、見るだけでうんざりする量の、書類や紙の束。

　奥に書棚があるが、中身はすべて埋まっていて隙すき間まはない。仕方なく、同じ大きさの紙や本ごとに分類し、崩れないように積み上げることにした。

　ちっとも楽しくないパズルゲーム状態。

　――これは、ここに置くか。

　――いや、それは素人の考えだ。あっちに置くほうが……。

　わりと楽しんでいた。

　書類の整頓が済んだら、家具や弓具類を物置のなかに戻す。

　弓のコレクションの中には骨董品級に価値のあるものもあったが、アトラの知ったことではなく、パズルの一ピースでしかない。

　――これは半分に折ってしまえば、ぴったりはまるが……。

　――だが、それはフェアじゃないな。

　物ぶつ騒そうな思いつきは、脳内ルールのおかげで食い止められた。

　そうこうしているうちに、アトラは物置内に、居住空間として最低限必要なスペースを確保することに、成功した。だが。

　――もっと、片付けたい。

　ゲームは熱中すると、やめどきがわからない。

　アトラは、書棚のファイルを見栄えのいいように並べ替えるという、べつだん今やらなくてもいい作業に手をだしはじめた。

　それが、いけなかった。

　年季の入った皮の表紙がついたファイルを並べ直そうと、棚から一冊取り出したときに、一枚の紙がひらりと床に落ちた。

　拾ってみると、それは古い新聞の切り抜きだった。

　記事のなかの写真には蒼そう弓きゆうアタランテを構えた、青い髪の少女がうつっている。

「私……、のわけはないな」

　記事の日付は六十年近く前である。写真には『クレタの古戦場跡地にてアズサ嬢が巨大鳥を撃破』とあった。

「ばあちゃ……、祖母のアズサか」

　ひとりごとを言い直す律りち儀ぎな性格。

　――変な感じだ。

　写真のなかの、自分によく似た少女が、物心ついたときにはしわだらけの手をしていた祖母と、同じ人物だというのは、いまひとつピンと来ない。

　――ばあちゃん、元気だろうか。

　ほんの少し郷愁に浸ひたりながら、写真を戻すためにファイルを開くと、そこにはアズサの記事の切り抜きばかりが収められていた。

　――わざわざ古い新聞を収集するなんて。

　――よっぽど、ばあちゃんのファンなんだな。

　どうやら、このファイルは一冊丸ごとアズサコレクションのようである。最後のページには、新聞の切り抜きではない写真が、貼りつけられていた。

　うつっているのはアズサと、アスケラだった。

　――そういえば、一緒に写真を撮った、と言っていたな。

　――これが、その写真か。

　アズサは凜りんとした顔でこちらに微笑ほほえんでおり、アスケラは照れた表情で少しうつむいている。

　――あの先生も照れたりするんだな。

　アトラは、なんだか少しほっとして、拾った記事をファイルにはさみ、そっと閉じた。

　だが、すぐにまた開いた。

　――なんだ？　なにか、おかしい……。

　最後のページの写真を、もう一度あらためる。

　写真のなかのアズサは、今のアスケラくらいの年頃に見える。そして、写真のなかのアスケラも、

　今のアスケラくらいに見える。

　――ばかな。

　アトラは、アスケラの年齢を二十代後半から三十くらいと推測していた。

　――日付の記載はないが、ばあちゃんを見る限り、これは四十年以上前の写真だ。

　――先生は、生まれてもいないはず……。

　しかし、写真のなかには、今と変わらない姿のアスケラがうつっている。

　アトラは、祖母の写真を自分の写真と錯覚したように、これもアスケラの母親か誰かではないかと考えた。

　――ならば、納得がいくが……。

　――いや、待てよ。

　アトラは、何かひっかかったまま忘れていた、アスケラの言葉を思い出した。

『ドアをあけたのが十年ぶりなのよ』

　十年ぶり。

　――先生が二十代なら……。

　――十年前は、まだ学生か、少なくとも教師に成り立てじゃないか。

　学生や新米教師が、このリッチな寮長部屋に住んでいたとは考えにくい。

　――そして、この写真が意味するものは。

「つまり、アスケラ先生は……」

　アトラは、その恐ろしい仮定を口にはできなかった。

　――実はババアなのか？

　心のなかでは、はっきり言った。

「あら、きれいに片付いたわね」

　アトラの背後から、やけに落ち着いたトーンの声がした。

　アトラが平静を装いつつふりかえると、戸口をふさぐようにアスケラが立っていた。

「……お帰りなさい、先生」

「何を見ていたのかしら？」

　――動揺しては、だめだ。

「祖母の記事を見つけまして」

　アトラはさりげなく『巨大鳥を撃破』の記事だけを抜き出して、ファイルを閉じた。

　アスケラが、ゆっくりと近づいてくる。

「あら、そのファイル。こんなところにあったのね」

「すいません。この記事だけ、抜け落ちてしまいまして、今、戻すところです」

　遠まわしに「中身は見てない」というアピールをまぜつつ、ファイルのなかに記事を差し込んだ。

「で、見たのかしら？」

　アピールの効果はなかった。

「な、なんのことです？」

「見たのかしら？」

　アスケラが、アトラの顔を覗きこむ。穏やかな笑みを浮かべてはいるが、目の奥が笑っていない。

　――バレているのか？

「質問を変えましょうか。エルフは五感が優れているというのは知っているかしら？」

「……聴覚や視覚が、人間より鋭いと聞いています」

「その通りよ。だけれど、先生の能力はちょっと鋭すぎちゃってね」

　アスケラは、天使のような笑みを顔にはりつけたまま言った。

「心の声まで、聞こえてしまうのよね」

「まさか……」

「さて、アトラちゃんは、さっき、なんて言ったかしらね。確か『つまり、アスケラ先生は……』」

　実はババアなのか。

　――こうなっては仕方がない。

　――素直に謝ったほうが得策だろう。

「申し訳ありませんでした。ババアの件は謝ります」

　物置内の温度が急激に冷え込んだ。

「もちろん。先生がババアであることは口外しませんし、先生が本当はいくつであろうと――」

「うそよ」

「え？」

「さすがに、心の声までは聞こえないわ」

　アスケラの口角が耳と同じくらいとがった。

　――はかられた！

「でもでもー、今のあなたの声は、はーっきり、聞こえちゃいましたー！」

　――まずい。変なスイッチ入った。

「聞こえちゃったねー。先生のいっちばーん嫌いな三文字、聞こえちゃったねー。あはは。あははは！」

「せ、先生、気を確かに」

「ええ。そうするわ」

　アスケラは、一瞬で素に戻った。

　――わざとやっているのか？

「さて、アトラちゃん。覚悟はいいかしら？」

　アスケラの手には、アタランテが握られていた。

　――はっ！　いつ奪われたんだ？

「せ、先生、なにを……？」

「うふふ」

「ちょっ、先生！　弓は、そういうふうに使っ――」




　その夜。

　アトラは今まで出会ったなかで、一番恐ろしい魔物を見た。
































　　　セツカ
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　弓以外のものなんて、なくなってしまえばいいのに。

　どう？　この月夜にきらめく美しいフォルムは？　ながめているだけで、心が幸福で満たされていくじゃない。

　弓さえあればいいのよ。

　うちの学校だって、全部、弓術科にしてしまえばいいんだわ。ほかのことなんて教える価値もない。




　剣？

　あんなもの。誰にでも使えて、つまらないわ。

　槍やり？

　あんなもの。弓を扱えない人間が、ただ長い矢を振り回しているだけじゃない。

　格闘技？

　あんなもの。素手で戦うなんて、ただの無茶よ。

　魔法？

　あんなもの。ただの反則。

　斧おの？

　あんなもの……。




　ああ、言いたい。

　あんなもの。力まかせに殴るだけの、ただ重たいだけでリーチの短い、野や蛮ばんな未開人の武器だと言ってしまいたい。でも……。




『セツカ先生は、斧はお嫌いですか？』

『い、いえ、嫌いなんてことは……』




　私は、引き出しをあけて大切にしまってある、それを取り出した。

　去年、各学科の生活指導担当が集まって食事会を開いたときに撮った写真、あのひとと私が一緒にうつっている、ただ、一枚の写真。

　ああ、あのひとに会いたい。

　弓のように美しい曲線のツノを持つ、あのひとに。







　　　将来像
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　弓術科一年Ａ組の教室は、ぴりついていた。

　カッ、カッ、カッ。

　黒板を叩く白墨の音が、いらだたしげに響く。

「はい。このように弓は、威力においても機動力においても、もっとも優れた武器であることを、歴史が証明しています」

　長い髪を首の後ろできつく結わえた女性教師が、メガネごしでもわかる冷たく鋭い視線を生徒に投げかけながら言う。

「西の国では、成人男子は自分の身長と同じ高さの弓を持つようにと、法律で義務づけられているそうです。ヌンキさん、どう思いますか？」

「正しよう気きの沙さ汰たではないな」

　これ以上ない緊張感が教室中に押し寄せる。

　なんてことを、と一同が思う間もなく、

「いい答えね」

　意表をついて、賛同する意見がかえってきた。

「成人男子なんて、まどろっこしい。老若男女問わず、すべてのひとが弓を持つべきなのよ。いいえ、それだけじゃ足りないわ。ついでに、ほかの武器の所持を見つけたら、厳げん罰ばつを与える法律も付加するべき！」

　熱弁がピークに達したところで、終業のチャイムがなった。

「……では、次の授業までに、今のところを復習しておくように。終わります」

　女教師は、わざと出してるんじゃないかというような耳障りな足音だけを残し、教室を去っていった。

　Ａ組に平和が戻る。

「はーあ。『弓術史』の授業って、毎回息つまるよね」

　ミカは机に突っ伏した。

「セツカ先生は弓術命だからな」

　アトラがノートを机のなかにしまいながら言う。

「あれは行きすぎだよ」

「でも、ミカさんは、将来、ああいう感じになりたいんですよね」

　アトラのとなりの席で、カホンが無む邪じや気きに言った。

「……は？」







　　　うわさ
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　昼。

　学生達でにぎわう食堂に、Ａ組の四人娘がいた。

「……いえ、その。ミカさんは、弓にお詳しいので、セツカ先生に通じるところがあるのかなと」

「うそ。わたし、あんなイメージなの？」

　ミカは、ひじきの煮物に箸はしをのばしながら、ため息をつく。

「同じ東国の出身だしな」

　朝夜もきちんと食事をとれるようになったアトラは、前にもまして昼は小食である。サンドイッチを一つつまんだだけで食事を終え、今はコーヒーをすすっていた。

「あんなのにはなりたくないなあ」

「あんなのは言いすぎじゃないか」

「そういえば、うわさで聞いたのですが」

　カホンは野菜しか食べない。今は山盛りにした葉もののサラダを、ドレッシングもかけずに、ちまちまと食べていた。

「うわさ？　セツカ先生の？」

「はい」

「恋人とか、そういうの？」

「いいえ、そういうものでは」

　――そりゃそうか。

「じゃあ、あのメガネは、どこで買ってるか、とかっ？」

　パラボラが、小さなからだに、チキンライスをぐんぐん摂取しながら言う。

　――パルちゃん、それは誰も興味ない。

「いいえ、そういうものでもありません」

「じゃ、なんのうわさ？」

「セツカ先生は料理が得意だそうなんです」

　――普通の情報だ。

「でも、包丁は使わないんですって」

「包丁なしで、どう料理するの？」




「弓で、です」







　　　妄想劇場
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「うそだぁ」

「あくまでも、うわさです」

「しかし、それはむしろ弓に対する冒ぼう瀆とくじゃないかな。誤った目的で使っているわけだろう」

　――アトラが言うことじゃない。

「ねっ。弓で、お料理って？　どんな風にっ？　東のひとだから、和食っ？」




　――ミカの想像――

　ぐつぐつ煮える鍋の前で、豆腐を左の手のひらに載せているセツカ。

　右手で弓を持ち、弦つるを糸のこのように使って、豆腐を、さいの目切りにしようとする。だが、弓がキッチンの壁に当たってうまくいかない。




　――アトラの想像――

　だだっぴろい平原で、まな板の上に乗せられたゴボウ。

　セツカがはるか遠くから何発か矢を射ると、ゴボウの横をかすめて、ささがきになる。しかし、何本目かの矢はゴボウに命中してしまい、まな板から落下してしまう。




　妄想から覚めた二人が言う。

「無理だよ」「不可能だな」

「そうですよね。でも、うわさによれば、アンコウを切り分けたらしいです」




　――パラボラの想像――

　船の甲板につるされたアンコウ。

　セツカが四方八方から続けざまにアンコウめがけて矢を放つ。すべての矢が放たれると、次の瞬間、アンコウが各部位ごとに切り分けられている。




「あくまでも、うわさです」

　パラボラが確信したように言う。

「ない話じゃないねっ！」

「ないよ！」







　　　インタビュー・ウィズ・シャム
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　放課後。ミカたちは、弓術科棟二階、弓術教員室の前に来ていた。

「ねえ、本気で、うわさの真相つきとめるの？」

「だって気になるしっ」

「本人がいたらどうしましょうか」

「本人がいたら、本人に聞けばいいんじゃないのか」

「そんな勇気ないってば」

　建てつけの悪い戸がガラガラと開く音が響く。

　――セ、セツカ先生？

　一同が振り返ると、眠そうな顔の男がでてきた。

「なんだ、シャム先生かあ」

「おう、なんか知らんが、俺で悪かったな」

「いえ、良かったんです。あのー、今、なかにセツカ先生います？」

「今はいねえ。ほかの学科に行ってんじゃねえか」

「ほかの学科に？」

「まさか、ついに討ち入りか？」

「まあ、そんなとこだろ」

　――たぶん違うよ。

「セツカ先生に何か用か？」

「アンコウの話っ」

「はあ、アンコウ？」

「セツカ先生が、料理が得意だって聞いたんですけど」

「へえ、そりゃあ、……知らなかったな」

　シャムはなぜか悔しそうだった。

「あまり親しくないのですか？」

「あのひと、あんまり俺としゃべってくれねえんだよな。たぶん、俺のこと嫌いなんじゃねえか」

　――わかる気もする。

「弓術は将来性低いけど、まあ、せいぜい助けあってがんばりましょう、って、いつも言ってんだけどなあ」

　――だからだよ。







　　　インタビュー・ウィズ・アスケラ
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　教員室は、生徒たちにしてみれば無条件で緊張する場である。よほどの理由がない限り、好きこのんで訪れる場所ではない。

　が、どうでもいい用件で訪れるものも、たまにはいる。

「あら、みんなお揃そろいでどうしたのかしら？」

　アスケラが、椅子ごとふりむいてたずねた。

　なぜか自然と代表者にされてしまったミカが口を開く。

「セツカ先生のことで」

「なにかしら？」

「ええっと、……どんなひとですか？」

　いきなり「弓でアンコウさばけますか」と聞くのも唐突すぎる。

「そうね。一言で言えば、まじめね。あとは、弓のことを何よりも愛しているわね。弓きゆう具ぐ屋やさんの一人娘なのよ」

「お二人は、仲良しさんなのですか」

「仲良しってほどでもないわね。ただ、ほかのひとよりはセツカちゃんと話してるかもしれないわ」

「料理が得意だとかって聞いたことあります？」

「どうかしら。弓以外には興味なさそうだけれど」

「実はですね……」

　ミカは、セツカに関するうわさを簡単に説明した。

「うふふ、まさか。セツカちゃんがあんまり弓が好きだから、誰かが流したデマよ」

「……そ、そうですよね」

「あははは。だってさー。弓でアンコウって、なにそれ、どーゆー発想？　あははは。ありえねー」

　アスケラがトランスしてしまったので、ミカたちは教員室をそそくさと出た。

「ねえ、カホちゃん」

「なんでしょう？」

「このうわさって。カホちゃん、世間知らずだから、からかわれたんじゃないの？」

「そんなことありません！」

「そもそも、この話、誰に聞いたの？」

「お兄ちゃんです！」







　　　斧術科通路前より





[image: ]









　この通路を抜ければ、斧術科がある。




　はあ。私、なにをしてるの。

　ただ、これを渡すだけじゃない。

　それなのに、なにをこんなところで立ち止まっているの？




　この通路を抜ければ、斧術科がある。




　そう、あのひとがいるところ。

　あのひとが、いつも授業をしているところ。

　あのひとが息をして、あのひとが汗をかいて、あのひとが……。




　はっ、なにを考えているの。

　いけない、いけない。だめよ。

　今は、仕事中なのよ。

　色恋にかまけている場合ではないわ。




　色恋ですって？　この私が？




　冗談じゃないわ。そんなもの、私はとうに忘れたわ。

　いいえ、違う。

　はじめから、そんな感情は持ち合わせていないわ。

　そんな必要のないもの、私は、はじめから知らない。




　そう、私はなにも知らない。

　あのひとは、知っているの？　私に教えてくれるの？




　この通路を抜ければ、斧術科がある。

　斧術などという、必要のないものを、

　教えている場所。







　　　お兄ちゃん子
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　ミカたちは、渡り廊下を抜け、尖せん塔とう一階の広間に出た。

　中央には、鎧姿の勇者ダミンが、剣と盾たてを手に戦う姿を模した巨大な像があり、学生たちが待ち合わせなどに利用するベンチがある。

　壁には、各学科棟への通路が口をあけており、それぞれの入り口の上部には、封ふう魔まの六ろつ傑けつを模したレリーフが掲げられている。弓術科の入り口なら弓きゆう聖せい女じよアズサ、魔術科の入り口なら魔ま法ほう仙せんヴィヴィアというように、六傑の武器と学科が対応している。

　さまざまな制服姿が行きかうなかを、弓術科の制服を着た四人が歩く。

「斧術科に入るのってはじめてかも」

「あたしもっ」

「私もないな」

「ボクは、お兄ちゃんに会いに何度か入りました。制服が違うから、じろじろ見られてしまって、ちょっと恥ずかしいです」

　――カホちゃんは、何着てようが目立つよ。

「なんでカホちゃんのお兄ちゃんが、セツカ先生のうわさを知ってたのかな」

「二人とも生活指導の担当なので、一緒になる機会が多いらしいです」

「ふーん」

　ミカが気づいた。

「ちょっと待って、じゃあ、アンコウの話って、お兄ちゃんが、セツカ先生本人に直接聞いた話なの？」

「あ、そうかもしれません」

　――それって、うわさって言わないんじゃ？

「ほらっ、やっぱりホントなんだっ」

「信じがたいな」

「早く、お兄ちゃん捜そっ！」

「そうだな。お兄ちゃんに問いただせばわかる」

「……」

「でも、なんか怖そうなお兄ちゃんだったよね」

　カホンの不機嫌そうな態度にミカが気づいた。

「あ、ごめん。お兄ちゃんのこと、怖そうとか言って」

「いえ。……あんまり気安く『お兄ちゃん』て言わないでください」







　　　プレゼント
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　鹿しかのような頭をした大柄の人間が椅子から立ち上がり、見た目に似あわず穏やかな声で言った。

「やあ、セツカ先生。どうされたんですか」

「カバサ先生。お、お一人ですか。ほかのかたは？」

　セツカが斧術教員室に入ると、なかにはカホンの兄、カバサの姿しかなかった。

「みんな出てまして。ほかのかたに用ですか？」

「ほかのかたに興味なんてありません」

「え？」

「い、いえ、違うんです。誰でもいいんです！」

「はあ」

「あ、違うんです。誰でもいいというのは、その、この書類を渡すのが誰でもいいということであって、決して」

「書類を届けに来てくれたんですね」

「は、はい、そうなんです」

「わざわざ、ありがとうございます」

「い、いえ」

　セツカは、持っていた紙の束を、表彰状のように両手で差し出した。腰こし巻まき姿の隆々とした肉体から生えた腕が、そっとそれを受け取る。

「ああ。今年度のポイの草案ですね。今年こそ、ウチからも優勝者を出したいなあ」

「確認がすんだら、魔術科のほうにまわしてください」

「了解しました」

「……で、では、失礼します」

「あ、ちょっと待ってください」

　カバサは、机の引き出しを開けて、ごそごそとあさった。

「製作実習の授業のときに、見本として僕が作ったものがあるんですが、よければセツカ先生に差し上げますよ」

「わわ、私に？」

「どうぞ」

「これは？」

「トマホークです」







　　　見つかった
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　トマホーク。

　狩しゆ猟りようなどに使われる小型で柄の長い片手斧。

「ど、どうしてこれを私に」

「日頃、お世話になってますから」

「あ、ありがたく頂きます。で、では」

「ええ。ではまた」




　いらない。

　こんな、カッケの検査の道具みたいな、ちゃちなもの。なんで私が、持って歩かなければならないの？

　ああ、でも、あのひとが自分の手で作った、あのひとが自分の手で……。

　これを持っていれば、あのひとをいつでも近くに……。




　斧術科の校舎は、弓術科のような木造ではなく。石を組み上げて築かれており、古代の建造物のような風格がある。

　ただし規模は小さく、一階しかない。三学年合わせても三クラスしかないのである。

「斧術科って小さいねっ」

　はじめて入る校舎内をきょろきょろしながらパラボラが言う。

「弓術科も学内で二番目に小さいけどね」

「あの、みなさん。あれって……」




　ああ。あのひとの手が私の頰ほおに。あのひとの手のぬくもりが。ああ！

　はっ！　あの子たちは……。




「げっ、本人」

「なんでトマホークを頰にこすりつけてるんだ？」

「あ、こちらに気づきました」

　ガシャァァアン！

　トマホークは、廊下の窓を突き破って飛んでいった。

「ええっ？」







　　　称賛
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　呆あつ気けにとられているミカたちに、セツカは何事もなかったように近づいてきた。

「あなたたち、こんな場所でなにをしているの？」

「え、ええと、……ちょ、調査です」

「そう。私と同じで、敵地視察ってわけね」

「敵地？」

「風穴は、私があけておいたから安心しなさい」

　――なんのこっちゃ。

「ご武運を、みなさん」

　セツカは、おなじみの足音をひびかせて去っていった。

「い、今のなに？」

「わからん」

「『なんとかなんとか』だっ」

「器物破損でしょうか」

「それっ！」

　――よくわかったね、カホちゃん。

　重々しい石の戸が音を立てて開き、カホンよりワンサイズ大きい鹿頭が顔を出した。

「お兄ちゃん！」

「カホン？」

　夜中に見た恐怖との再会に、ミカはたじろいだ。

　――近くで見ると、迫力あるなあ。

「弓術科のお友達かい？」

「はい！」

「ところで、窓ガラスが割れるみたいな音がしたけど？」

「ボクたちにも、よくわからないんですが、セツカ先生が突然、持っていたトマホークを投げて、窓を割りました」

「……すばらしい！」

　――はい？

「僕のトマホークが、投とう擲てきに特化した仕様であることを瞬時に見抜くとは、さすが飛び道具のプロフェッショナル、弓術科だ！」

　――もう、なにがなんだか。







　　　パニッシュメント
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　こんにちわ。僕、シゲタカです。

　ダミニチュア戦士養成学校の弓術科、一年Ａ組の生徒です。

「元メガネ」

　先日、パラボラさんに奪われたメガネは、いまだに帰ってきません。悪意があるわけではなく、ただ、単に忘れているのだと思います。その証拠に、

『メガネくんっ。メガネくんなのに、なんでメガネしてないのっ？』

　と、真顔で聞かれました。

　もう、帰ってこないものと諦めたほうがよさそうです。僕の弓の命中精度は破は竹ちくの勢いで下がっていますが、仕方ありません。というか、そんなもの誰も気にしていないでしょうから、僕も気にしません。

　それに、メガネが帰ってきたところで、もはや、それは僕のアイデンティティではないでしょう。

　セツカ先生という強烈な伏ふく兵へいがひそんでいました。あのひとと張り合う気は、僕には毛頭ありません。なにか、ほかの道を探すことにしたいと思います。

「おい、元メガネ」

　うるせえな。

　今、僕は、いつものごとく、同室のろくでなしエルフにつきあわされて、クロスボウの整備を手伝わされています。なんでも、石材に対しての攻撃力を確かめたいとのことで、校舎が石でできた斧術科のそばに来ています。

　勝手に、校舎に攻撃なんてしていいわけがありません。きっと、学校側に見つかったら、罰を受けると思います。

　いや、見つからなくても、天が彼に罰をくだせばいいと思います。

　つーか、くだれ天罰。

「おい、元メ……」

　鈍い音がして、ヌンキが前のめりに倒れました。かたわらにはトマホークが転がっています。

　本当に天罰がくだったようです。

　……。

　天罰くだれ、と思ったときに、本当にその通りになると、

　逆に、……なんか。







　　　仲良し兄妹
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「はははっ。僕のことをカホンだと思ってたのかい」

　石壁の斧術教員室に、穏やかな笑い声が響いた。

「獣人さんを見るのが初めてだったので」

　ミカが恐縮する。

「私は別人だろうと思っていたが」

　アトラは、なぜかこの点を強調したがる。

「まあ、兄妹だから、似てないことはないけどね」

「ですが、ボクは、そんな格好しません」

「当たり前だ。お前が、こんな格好してたら、お兄ちゃんが許さないぞ」

「もう！　しないですよっ」

「はははっ」

　――仲いいなあ。

「で、みんなは、僕になんの用事があったのかな？」

「セツカ先生のことでお聞きしたいことがありまして」

「セツカ先生のことなら、弓術科の先生のほうが詳しいんじゃないかな」

「アンコウっ！」

「アンコウ？」

「お兄ちゃん。セツカ先生が、弓でアンコウをさばいたって話、この前、してくれましたよね？」

　カバサは、首をかしげた。

「……そういえば、そんな話をしたような気もするなあ」

「あれって、セツカ先生に直接聞いたのですか」

「いいや、違うよ」

「誰か、ほかのひとから聞いたのですか」

「まさか、そんなわけないだろ」

「どういうことですか」

「あの話は、お兄ちゃんが作ったんだよ」

「？？？　どうして、そんなことを？」

　ミカの推測が当たってたらしい。

「お前を、からかおうと思ったのさ」







　　　パル松くん
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　四人は、見慣れた弓術科の校舎に戻ってきていた。

「それじゃあ、今日も特訓にいこうか」

「えー、今日もやるの？」

「すみません。ボクが変なことを言い出したせいで、無駄足をさせてしまいまして」

「いーよ、そんなこと。おもしろかったし」

「ああ、そうだな」

「なんだか兄妹っていいね。わたし、一人っ子だもん」

「ボクは、弟も一人います。まだ小さいですけど」

「あれ、でもカホちゃんのところは……」

「ええ、……新しいお母さんの子ですが」

　――わー、あえて指摘しなきゃ良かった。

「私は、上に姉が一人いる」

　――きっと美人なんだろうな。

「パルちゃんは？」

「いるよっ！」

「なんだ。一人っ子はわたしだけか。パルちゃんとこは上？　下？」

「なかっ！」

　――なか？

「なか、……ってなに？」

「上でも、下でもないからっ」

「ええと、それは双ふた子ごってこと？」

「違うよっ」

　――まあ、こんな子が二人もいたら、大変か。

　――あれ。でも、じゃあ、どういうことなんだろ。

「三つ子か？」

　――まさか。

「違うよっ」

　――良かった。

「六つ子っ！」

　――良くなかった。







　　　真相
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　ああ。私、なんてことを。

　せっかく、あのひとに頂いたものを、あろうことか、窓から投げ捨ててしまうなんて。

　なにも投げなくたっていいじゃない。投げてもいいけど、捨てなくたっていいじゃない。窓を割らなくたっていいじゃない。

　きっと、あのひと、音を聞きつけて飛び出してきたわ。プレゼントしたものを窓から投げ捨てられたと聞いて、落ちこんだでしょうね。私のこと嫌いになったかも。ああ、次に会うとき、どんな顔をすればいいの。

　あの子たちさえ、いなければ……。あの子たち、あの言い訳でごまかせたかしら。ごまかせてるといいけど。もし、あのひとへの気持ちを感づかれていたら……。

　そもそも、あの子たち、調査って、なにを調査していたの？

　まさか、私？　カホンさんは、あのひとの妹。あのひとから、なにか聞いたの？

「ねえ、セツカちゃん」

　ええっ！　ちょっと待って。だとしたら、あのひと自身が、私の気持ちに気づいているのではなくて？

「セツカちゃんてば」

　ええっ！　だとしたら、あのトマホークは、まさか、その気持ちに答える愛の証あかしだったのではなくて？

「ねえ、ちょっと聞いてる？」

　ええっ！　私は、それを窓から投げてしまったの？　私の大ばか者！

「セツカちゃん？」

　うるさいな、鬼き子し母も神じん。

「……なんです、アスケラ先生？」

「今日、Ａ組の子たちが来てね」

　ぎくっ。

「セツカちゃんが、弓でアンコウをさばける、なんて言うのよ」

　なんだ。

「ふざけた話よね」

「本当ですね。だって」

　そんなの、

「できて当たり前の話でしょう？」







　　　幕間　４




　読者のみなさま、初めまして。弓術科一年Ａ組、カホンと申します。北ほつ方ぽう生まれの、プロングホーンの獣人族です。

　今回は、このような大役を頂いて恐縮しています。生徒会のかたからは、獣人族の目線で、人間社会を鋭く風刺してくれと言われたのですが、そんな難しいことはできそうにないので、ボクが在籍する弓術科のことについて書きます。他学科のかたに、少しでも弓術科の魅力が伝われば嬉しいです。

　弓術科の校舎は、おんぼろです。木造で、学内でもかなり古い建物です。教室の入り口の戸は建てつけが悪く、ちょっと動かすだけで、うるさい音がします。遅刻をしてしまったら、こっそり教室に入るのは難しいです。

　ボクが使っているものは例外的に小さいですが、弓はふつう、とても長い武器なので、持ち運びは不便です。ホールや食堂など、ひとの多い場所では、かさばるのでまわりのかたに嫌な顔をされます。

　また、弓術科の制服はすそが長く、ふんづけてしまいやすいです。東のほうで古くから伝わる弓術着を参考にして作られているらしいのですが、なぜこんなに動きにくいデザインなのでしょうか。敵と戦うための服装とは思えません。ボクも、急いでいるときに、何度かすそをふんで、転んでしまいました。

　さて、これでは、弓術科が悪いところばかりのようですが、もちろん、良いところもたくさんあります。

　例えば――、







「……で、いいとこ、見つかんなかったの？」

「いえ、そんなことはないんですが」

　尖塔二階。学生食堂の一角。

　メシ食い終わったんなら場所あけろよ、という周囲の視線に気づかない四人が居座っている丸テーブルには、書きかけの原稿用紙が載っていた。

　ダミニチュア戦養校には『ふうまのとも』という生徒会発行の冊子がある。

　内容は、学校行事のレポートや、学生の意識調査、コンクールや競技会入賞者へのインタビューなど、ごくごく平凡な記事が中心である。

　今回は新年度が始まって初めての号ということもあり、各学科から一人ずつ、新入生の寄稿が掲載されることになった。生徒会からの要望で、弓術科からはカホンが選ばれたのである。

「弓術科の良いところについて、みなさんの意見をうかがいたいのです」

「うーん。それ以前に、この文、凡ぼん庸ようすぎやしないか」

　難しい顔で、原稿用紙をにらんでいたアトラが辛しん辣らつな批評を入れる。

「うかがいたいのはボクの文章に対する意見ではなくて、弓術科の……」

「もっと、書き出しで読者をひきこまないとな」

「書き出し、……ですか」

「例えばだな」







　あなたが、この文章を読んでいるということは、おそらく、もう……。

　読者のみなさま、初めまして。弓術科一年Ａ組、カホンと申します。北方生まれの、プロングホーンの獣人族でした。







「どうだ？　気になるだろう」

「……気にはなりますけど。ボク、死んだみたいじゃないですか。最後も過去形になってますし」

「なら、こういうのはどうだ」







　世が悠ゆう久きゆうの闇に閉ざされてから、幾年月が過ぎ去ったのか。

　数える者も、もういない。

　だが、我らは決して光を失ったわけではない。

　神の子らよ。今こそ、おのが胸に宿した希望という名の光で、漆しつ黒こくの大地を再び金色に染めあげようではないか。

　この、カホナール・プロングホルムが、その導き手となろう！

　さあ、新時代の扉を、我とともに開こうぞ！







「……今、魔王もいないですし、平和な時代だと思うのですが」

「インパクトを重視したまでだ。多少の虚きよ飾しよくは仕方ない」

「……カホナール・プロングホルムって誰ですか」

「世界の救世主の名前が、たった三文字ではな」

　勇者ダミンはどうなる。

「……ミカさん。なにか、いいアイディアはありませんか」

　カホンはアトラを見限った。

「え……。そ、そうだね、じゃあ……」







　むかーし、むかし。とある北の国の小さな村に、鹿みたいな牛みたいな人間みたいな女の子がおりました。

「カホーヌや。砂糖を一袋買うだけで、どうしてこんなに時間がかかるんだい？」

「申し訳ありません、道端のハルジオンがとても可か憐れんに咲いていたので、つい見とれてしまいました」

「あんな雑草みたいな花の、何に見とれるってんだい。まったく、あんたみたいなノロマ、引き取るんじゃなかったよ。さあ、さっさと納屋の掃除を済ませちまいな」

「はい……」

「それが終わったら中庭の手入れだよ」

「わかりました。お義母さま……」







　原稿用紙を持つカホンの手が震える。

「……ボクは弓術科のいいところを聞いてるんですが」

「あれ？　カホちゃんを主役にした物語を作るって話じゃ……？」

　確かに、そういう空気になっていた。

「違います！　名前もまた、カホーヌとか微妙に変わってますし！　あと、義理のお母さんって……。変なところだけ、リアルにしないでください！」

　ミカの顔が色を失う。

「……ごめん。昔話っぽいと思って継まま母ははにしただけで。そんなつもりじゃなかったんだけど……」

　本気で反省するミカに、カホンはまごついた。

「いえ。ボクもべつにその……」

　降ってわいたしんみりムードに、それまで黙っていた元気娘が口を開いた。

「借りるよっ！」

　言うが早いが、パラボラはペンと原稿用紙をカホンから奪っていた。

「あっ……」

　サラサラとペンを走らせていくパラボラ。

「もっとね、カホンの魅力を引き出さないとだめだよっ！」

「……カホちゃんの魅力？」

「勝手なイメージを押しつけるのは、よくないっ！」

　キャラクターに合わない真しん摯しな意見。

「意外と期待できるかもしれません」

　微妙に失礼なことを言うカホン。

「だが、結局、弓術科の良いところを書くつもりはなさそうだが」

「それはもういいです。ちゃんとした文章ができるなら……」

「できたっ！」







　コンニチカホカホ！

　オマエラ、ドクシャ！　オレ、キュージュツカ！

　キュージュツカ、カホン！

　リャクシテ、キュージュツカホン！

　プロングホーン、カホン！

　リャクシテ、プロングカホーン！

　カッホホーイ！　カッホホーイ！

　ハイ、ゴイッショニーッ？

　カッホホーイ！

　ニンゲン、ヤサシイ！　アマゾネス、ツヨイ！　エルフ、エルフ！

　ニク、ウマイ！　ヤサイ、ウマイ！　マンジュウ、コワイ！

　ハラ、ヘッタ！

　カホン、ソロソロ、ヤマニカエル！

　カホカホグッバイ！







　カホンは少しでも期待した自分を呪のろった。

「どうっ？」

　どうもこうもなかった。

「獣人さんぽいでしょ？」

　はなはだしい偏見だった。

　カホンは無言で原稿をしばらくながめたのち、遠くを見るような目で言った。

「……参考にします」




　数日後。

　学食のテーブルを囲む四人は、完成した『ふうまのとも』を読んでいた。







　例えば――、

　と、弓術科の良いところを挙げようとしたのですが、まったく思いつくことができませんでした。

　しかし、よくよく考えてみると、それもそのはずです。ボクたちは、まだ「新入生」と呼ばれる立場なのです。知らないのも無理はありません。

　本当の「弓術科生」には、これから少しずつなっていくのですから。





弓術科　一年Ａ組カホン









「私たちの意見は、まったく参考にしなかったようだな」

「ようだねっ！」

　冊子を手に、アトラとパラボラが不満の声をあげる。

「そりゃあ、取り入れないんじゃ……」

　カホンに同情するミカ。

「そんなことはありません、あのとき、昼休みに頂いたアイディアが、きちんと入っています」

　カホンがきっぱりと言った。

「そうか？　元の文に、カホンが自分で最後の無味乾燥な五行をつけ足しただけじゃないのか」

「そうだよっ！　こっちは、くたびれ損の骨もうけなんとかだよ！」

「題名を見てください」

　寄稿のタイトルは、こうだった。







　　　「キュージュツカ！」
































　　　シャム
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　月夜に読書なんてオツなことしてるってか。

　べつにな。

　俺は毎日、夜はこうして本読んでるだけだ。月夜もなんも関係ねえや。まあ、おかげさんで、昼間は眠くてしょうがねえが。

　なんで、こんなに本読んでるかっていうとだな。まあ、あれだ。勉強したいんだ。俺は。知れることは知っておきたい、そんだけだな。

　誰にも知られない情報、なんて、かわいそうだろ？

　たとえばだな。今、読んでるこの本なんかもそうだ。えらく古い言葉で書かれてるもんだから、読めるやつがいねえ。図書館の隅すみで、ホコリかぶってやがった。

　俺は、不ふ憫びんだから、そいつを読んでやることにしたんだ。わざわざ古い言語を勉強してな。物好きだな、俺も。

　ただ、実際読みはじめてわかったんだが、こりゃ、読んでて楽しい本じゃねえな。古代の拷問のやり方だとか、処刑の方法だとか、呪じゆ詛そで相手を殺す方法だとか、ネガティブな話ばっかりだ。

　たとえば、今、読んでるページはだな。

　まれに人間が、出生した時点で、先天的にかけられている可能性のある『呪のろい』について記されてる。

　むかつく話だな。べつに誰かの恨うらみ買ったわけでもねーのに、呪われちまうんだと。冗談じゃねえ。

　どんな呪いがあるか、つーとだな。

　……あー、こりゃ、今、言っちまうと微妙だ。

　――ドンドン――

　やっと来やがった。あやうくネタバレするとこだったじゃねえか。

「はいよー」

　俺はドアを開けてやる。

「……言われた通りの時間に来ましたが、こんな夜中に何の用でしょうか」

「べつに用はねえ」

「はあ？」

「ただ、なんとなく、流れ的に、あんたをここで呼んどかなきゃいけないような気がしただけだ。だから、もう帰っていいぜ、カバサ先生」







　　　エスケープ
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　尖せん塔とう内の数フロアを利用して設けられている図書館は、蔵書量こそ町の図書館程度だが、勇者ダミンや封ふう魔まの六ろつ傑けつが寄き贈ぞうした貴重な文書が収められている。外部の学者が訪れることもあり、格式高い場所だ。もちろん、学生や教員など、内部の利用客もあとをたたない。

　熱心な学生は、試験前などにかかわらず、図書室内に設けられた学習スペースで、勉強に励はげむ。

　今も、学習スペースで勉学にいそしむ髪の短い少女がいた。

「つまんない本……」

　少女の読書方法は変わっていた。机の上に適当にページを開いてデンと置き、その横に本のほうを向いて顔を置き、息をふきかけてページをめくるという画期的なもの。

「それは読んでいると言わないです」

　向かい側の席で『野草の図鑑』をパラパラとめくっていた鹿頭の少女が、的確なことを言う。

「読まなくてもわかる。つまんないよ。なに書いてあるかわからないし」

「それは、そもそも言葉がわからないからですよ」

「これ五巻なんだけど。きっと四巻のほうがおもしろいんじゃないかな」

「どうして、そんなことわかるんです？」

「だって、借りられてたもん。んで、これは借りられてなかった。きっと四巻がおもしろかったから、調子に乗っちゃって次の巻は手、抜いたんだね」

　そう言って少女はまた、本にフーフーしだした。だが、ページがめくれる気配はない。

「……ミカさん。特訓は、いいんですか？　アトラさん、きっと待ってます」

「カホちゃん、一人で行けば？」

「ミカさんの特訓ですよ」

「いいよ。どうせ当たらないし」

「そんなことないです。いつか当たります」

　ミカはフーフーをやめて、カホンに向き直った。

「ホントにそう思う？」

「もちろんです」

「じゃあ最近、マト持ってるときに、うとうとしてるのは、なんで？」

　鹿頭は目をそらした。







　　　非情
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「失礼」

「失礼しますっ！」

　身長差が大きいコンビが教員室に入ってきた。

「あら、アトラちゃん。ミカちゃんは一緒じゃないの」

「ケンカしたんだよっ」

「あら」

「ケンカ、というほどではないです。特訓しているのに、ちっとも効果が出ないので、つい『当てる気がないんじゃないか』って言ってしまったんです。そうしたら、練習の待ち合わせに来なくて。教室でも、あまりしゃべってくれません」

　そういうのをケンカと言う。

「……先生。どうしてミカは当てられないんでしょう」

「さあね。誰にでも得意不得意はあるしねえ」

「それにしても異常ではありませんか。ほぼ毎日、練習をしているのに、マトにかすりもしないんです」

「確かに変ね。射しや法ほう八はつ節せつさえこなせば当たるのにねえ」

「そうなんです。そのときだけは、誰もかなわないような命中精度なのに」

「毎日練習するものだから、うんざりしちゃったんじゃないのかしら」

「しかし、毎日練習するからこそ、効果が出るのでは？」

「毎日ならいい、ってもんじゃないわよ。私も週に一回お酒飲まない日があるでしょ」

　それは関係ない。

「でも、アトラ先生。飲まないと決めてる日も、こっそり一杯だけ飲んでいますよね」

　ルームメイトは見ていた。

「……でも、やっぱり毎日は疲れちゃうんじゃないかしら。お酒と違って楽しくないでしょう。当たらないんじゃねえ」

「そうですね……。わかりました。ミカと相談してみます」

　アスケラの横の席で眠っていたように見えたシャムが、去ろうとしたアトラを呼び止めた。

「やめとけ、無駄だ」

「シャム先生」

「あいつは一生、上達しねえから」







　　　キューピッド
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　ミカは「あとで行く」と噓うそを言ってカホンを追い出し、その後、一人で時間をつぶした。

　――帰るかな。

　渡り廊下を利用せず、尖塔から直接外へ出る。

　――アトラたちと会っても気まずいし。

　しかし、いざ帰ろうとすると、やはり気になった。

　自然と待ち合わせ場所である、弓きゆう道どう場じようの前へ足が向く。

　――まだ、待っててくれてるかな。

　遠巻きに見ると、誰もいないようである。ミカは、音を立てないようにしながら、道場に近づいた。

　やはり、誰もいなかった。

　――そうだよね。昨日も、おとといも、さぼっちゃったし。

　トスンッ！

　道場の中から、小気味よい音がする。

　――アトラたち？

　窓からなかをのぞくと、髪をきつく結わえたメガネ女教師の姿があった。

　――セツカ先生か……。

　セツカは、弦つるを引く強さを変えてみたり、足の位置を変えたりしながら、幾度か矢を放った。すべて狙いは異なるマトである。どれも高い精度で、命中している。

　さらに、続いて歩行しながらの射術。今度は、先ほどのようにはいかず、何本かはマトをはずした。とはいえ、ギリギリである。

　――すごい。

　だが、セツカは厳しい表情で、つぶやいた。

「……まだまだ」

　セツカは、放った矢を回収しに向かった。

　――わたし……なにやってるんだろ。

　――先生だって、こんなに練習してるんだもん。見習わなきゃね。

　――でも……、




　――マトがハート型なのは、なんで？







　　　不当あたらずの呪い
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　アトラは、シャムに襲いかからんばかりの剣けん幕まくで言った。

「シャム先生！　それはあんまりだ！」

「まあ、待て。落ち着け、事実を言ったまでだ」

「この！」と、アトラは、アタランテに手をかけた。

「やめなよっ」「おやめなさい」

　一いつ触しよく即そく発はつの空気が室内に漂う。

「……シャムくん。アトラちゃんの言う通りよ。言いすぎだわ」

「いや、俺も、あいつがセンスがねえとか、そう言いたいわけじゃねえよ。おそらくな。ミカは、先天的に『不当の呪い』にかかってんじゃねえかって話だ」

「……あたらずの呪い？」

　アトラはアタランテにかけた手を、すっと下ろした。

「おう、聞く耳持ってくれて助かる。俺も、最近読んだ文ぶん献けんで知ったんだが、この不当の呪いってのはタチが悪くてな。まあ、呪いだから当たり前か。どうタチが悪いか、っつーとだな。とりあえず、日常生活には何の問題もねえ」

　だったら、何も困らない。

「ただな。この呪いにかかったやつは、狙ったものに、絶対に矢を当てることができねえんだ。ずいぶん効果が限定された呪いだが、弓使いにとっちゃ致命的だろ」

「だが、ミカは射法八節を行えば――」

「そこだ。射法八節ってもんが、そもそも『不当の呪い』を一時的に解かい呪じゆするために生まれたんだ。あれをやれば、ごく短いあいだだけ呪いが消えるってわけだ。つまり、射法八節で、まともになる、ってこと自体が、不当の呪いにかかってる証拠だ」

「……じゃあ、ミカは」

「言ったろ。特訓なんつー、無駄なことはやめてやれ。本人のためだ」

　アトラは、くちびるを強くかんだ。重たい沈黙が教員室を満たす。

　そのとき、教員室の引き戸が開いた。

　立っていたのはミカだった。

「ミカ、……どこから聞いていたんだ？」

　ミカがキョトンとして言う。

「……え？　今、来たばっかだから、なんにも？」

　聞いてなかった。







　　　宣告
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「セツカ先生に聞いたら、アトラたちが学科棟に行くの見たって言うからさ。あと、特訓のこと話したら、こーんなに矢、貸してくれたよ。軽いけどよく飛ぶんだって」

　ミカの矢や筒づつに大量の矢がおさまっている。

「ごめんね、アトラ。わたし、なんか、大人げなかったよね。時間遅くなっちゃったけど、今からでもやろうよ」

　誰も、パラボラでさえも、ミカから顔をそむけた。

「あ、カホちゃんも呼んでこなきゃ、やっぱり、マトはカホちゃんが持ってないと、狙いがいがないっていうか……」

「ミカ。もう、いいんだ」

「……ひょっとして、怒ってる？」

「いや、そうじゃないんだ」

　アトラが、言いにくそうに切り出した。

「……特訓する必要なんてないんだ」

「どうして？」

「きみは一生、マトに当てることはできない」

「………………ぅ」

　ミカの瞳ひとみに、感情がしずくとなってあふれ、流れ落ちた。

「……ぅあとらの、ぶぅあか！」

　ミカは教員室を飛び出した。階段を駆け下りる足音が、やがて小さくなって消えた。

「アトラちゃん」

「いいんです。これでよかったんです。真実を知らないほうがつらい」

「よくないわよ。今のだと、ただの悪口よね」

「確かにっ！」

「え？」

「そうだぞ、お前。なんも説明してねえじゃねえか。完全に、さっきの俺と同じミスしてんぞ」

「あ……」

　廊下から今度は足音が近づいてきた。

　戸口から、カホンが顔を出す。

「大変です！　ミカさんが森に！」







　　　いつかの三人
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　ミカは泣きながら森を走っていた。

　やけくそだった。一人になりたかった。誰も来ない場所へ行きたかった。ただ、夢中で、ひたすら森の奥をめざした。

　が、すぐに疲れた。

　――あー、なにやってもだめだ、わたし。

　ミカは、幹みきの太い木に背中をあずけて倒れた。涙も、もう出ず、ただ、頭上の枝に止まったスズメをぼんやりと眺めていた。

『きみは一生、マトに当てることはできない』

　ミカは、やおら起き上がると、弓を構えて矢をつがえ、枝の上に止まっていたスズメに狙いをつけた。

　ヒュッ！

　矢は、大きく山なりに曲がって下降した。

　――なんでよっ！

　目の前の茂みに矢が落ちる。

「ぐへ。あぶないぞ」

　茂みから男が顔を出した。

「バカ、声だすんじゃねえ」

「げへへー！　もうばれてるっすねー」

　周囲の茂みから、男たちが現れる。

「あ……」

　忘れもしない学校初日。遅刻して森の中を走っていたときに、ミカの前に現れた『へへへ』たちであった。汚い顔も服装も、あのときと同じである。

　あの刃渡りの長いナイフも。

「へへへ。お嬢ちゃん。久しぶりだねえ」

　ミカは、背中の矢筒に手を伸ばしたが、『げへへ』がその手を取り押さえるほうが早かった。

「くっ」

「今日は一人かい。あの暴力姉ちゃんはどうしたあ？」

「……知りません」

「ちょっと、おじさんの話聞いてもらえるかなあ？」







　　　ミカ捜索隊
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「俺、一人で行く、お前らは、アスケラ先生と一緒にここにいろ」

「なぜですか？」

「学則」

　教師にそう言われては、はむかえない。

「捜さなきゃいけねえやつが、これ以上増えたら困る。じゃあ、アスケラ先生、こいつら頼む」

「わかったわ」




　アスケラがお手洗いに向かったすきに、三人は話し合いを始めた。

「ミカを捜しにいくぞ」

「うんっ！」「はい！」

「問題は、アスケラ先生をどうするかだ」

「誰か一人が、なにか興味深い話で注意をひきつけて、そのすきにほかの二人で捜索に向かうというのはどうでしょう」

「だが、なんの話をする」

　自分で提案したくせに困るカホン。

「ボクは、お兄ちゃんの話しか……」

　相手がセツカなら良かった。

「私は、ばあちゃんの話だが、それは、さんざん話したからレパートリーがない」

「はいっ！　『なんとかかんとか』の話っ！」

「カホン、わかるか？」

　つぶらな瞳が、伏し目になる。

「……この案は、却下だ。なんとかして、アスケラ先生から逃れる方法は――」

「ねえっ！」

「パル。考えてるから邪魔しないでくれ」

「今、先生いないけどっ？」




　駆け出していく三人の足音を廊下の陰で聞きながら、アスケラがつぶやいた。

「……聞こえてるっての」

　エルフは耳が良かった。







　　　捕らわれのミカ
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　ミカは、思いがけず美しい光景を見た。それは、木々のあいだから射しこむ夕陽を反射して、キラキラと光る泉だった。

　もとは口の広い井戸だったようだが、つたに覆おおわれて、へりはほとんど見えない。

「おじさんはねえ。こう見えても、ただの、狩人かりうどなんだ。まともな社会人だよ」

「じゃあ、どうしてわたしを縛しばったの？」

　ミカは、泉の正面にある台座に縄で縛られていた。ごつごつとした石材で作られており、形状は背もたれつきの椅子型。ちょうど、泉に向かって座る形になる。

「げへへー。『バイヘッドヒュドラ』っすねー」

「バイヘッド？」

「ぐへ。この泉、住む大ヘビだぞ。八つ首、凶暴」

「そして、若い娘に目がねえっすねー」

　――つまり、わたし？

「昔は毎年、その台座にいけにえの娘を捧ささげないと、付近の村を荒らしまわったそうだ。それで、勇者ダミンに、この泉から出られないよう、封印されちまった」

「げへへー。伝説の化け物の肉。高く売れるに決まってるっすねー」

「ぐへ。お前、ただのオトリ。食われる前に、俺たち、ヘビにトドメさすぞ。安心するといいぞ」

　――アトラに勝てないくせに、伝説の魔物に勝てんの？

「へっ、何週間も森に潜伏した甲か斐いがあったぜえ。さあ、とっとと出てこい！」

　だが、泉に変化はない。いくら待っても、水面が静かに揺れるだけで、なにかが起こる気配はなかった。

「どういうこったあ？」

「げへー。寝てんじゃねーすか」

「女のガキを石に乗っけりゃ、出てくると思ったんだけどなあ」

　――助かったかも。

「呪文とかで起こせねえかなあ。なあ、おめえよ。確か、ガキの頃、魔法かじってたとか言ってたよなあ？」

『へへへ』が『ぐへへ』に聞いた。

「俺、魔法やってたぞ」

　――えー。そのひと、一番やってなさそう……。







　　　脱兎
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「どのくれえやってたんだあ？」

「三泊四日だぞ」

　――合宿？

「なんか覚えてる魔法あるんすか？」

「『あれ、声が遅れて聞こえる』の術」

　――それ、魔法じゃない。

「まあ、俺らがやるよかいいだろ。おめえ、なんか呪文言え」

「？？　なんて言えばいいんだ？？」

「『ヘビが出てこなきゃいいけどー？』って言ったら、フリだと思って出てくるんじゃねーすか？」

　――じゃあ、呪文じゃない。

「よし、それでやってみい」

　――採用すんの？

『ぐへへ』が、泉に向かって叫んだ。

「ヘビが出てこなきゃいいけどー？」

　――こんなんで出てくる、ノリのいい魔物いるわけないよ……。

　泉の水がボコボコ言いはじめた。

「……うそ」

　ノリのいい魔物だった。

「へっ、おいでなすったぜえ！」

『へへへ』たちは、バイヘッドの出現にそなえて身構える。

　――こうなったら、おじさんたちに勝ってもらわないと。

　豪快な水しぶきとともに、泉から黒い影がせりあがってくる。

『ギシャアア！』

　奇声とともに、木の幹のような長さと太さを持つ蛇の首が、二本現れた。

　――八つ首って、……どう見ても二つだよ？

　ミカはいささか拍子抜けした。しかし、

「こ……こりゃあ、逃げるしかねえぜ！」

　おじさんたちは、性しよう根ねからザコだった。

　――おーい。







　　　ミスキャスト
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『へへへ』たちは、一目散に逃げ出した。

「ちょ、ちょっと！」

　あとには台座に縛られたミカと、久しぶりの若い娘に高こう揚ようしている二つ首の大蛇だけが残された。

　二つの頭は、品定めするようにミカのことを見ている。

　――お、落ち着け、わたし。

　――確か、泉からは出られないんだよね。

　ミカは目測で、泉から台座までの距離と、大蛇の首の長さを比較した。

　――余裕で届くし！

　二つの頭が、お揃そろいで仲良くチロチロと舌先を出しながら、ミカに近づいてくる。

　――いやっ！　来ないで！

　――誰か……。

　――アトラ……。

　ドシュッ！

　空気を切り裂くような鋭い音とともに、蛇の舌先を一本の矢がかすめた。

『ギシャアア！』

　あつあつのスープを慌てて飲もうとした子供のように、舌を出したまま、のけぞる大蛇の頭二つ。

「……誰？　もしかして……」

　ミカが矢の飛んできたほうを見ると、そこには――

　音速レゴラス（改良前の型）を抱えた、ヌンキが立っていた。

「無事か。短たん髪ぱつ大だい名みよう」

　ミカは、ちょっとだけがっかりした。

「ヌンキくん、どうしてここに？」

「レゴラス二号の製作に必要な木材を集めていた」

『ギシャアア！』

　大蛇の四つの目が血走っている。獲物をとられて、怒りを爆発させているようだ。

「ま、また来るよ！」

「案ずるな、矢の装そう塡てんは間にあわん」

　――じゃあ、だめじゃん。







　　　ターゲット
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　こんにちわ、なんて言ってる場合じゃないか。

『ギシャアア！』

　僕がとっさに放った矢をすんででかわし、首がまた泉のほうにのけぞった。

「シゲタカくん！」

　クロスボウバカのエルフに付きあわされ、森にまで連れてこられていた僕に、大変なチャンスがやってきました。

「いたの？」

　いたんです、後ろに。ミカさんは縛られてるから見えなかったかもしれませんが。

「こいつは僕がなんとかする。ヌンキはミカさんの縄をほどけ！」

　こんなセリフを言えるなんて感激です。

「言われなくとも、やっている」

　感激に水を差すな。

　いやいや、腹を立ててる場合じゃない。今こそ活躍のとき。この大蛇を僕が退治してしまえば、みんなに僕の存在を大きくアピールできます。メガネも新調したことだし。

『ギシャアア！』

　やっぱ、逃げよっかな……。

　いやいや、弱気になるな。きっと、これが端は役やくとそうでない役をわける分ぶん水すい嶺れいです。化け物には何か弱点があるはず。

　二つ首は、こちらをけん制するように、うねうねと頭を前後させています。

　ん？

　一方の頭の顔の下、人間だと喉のどのあたりに、どこかで見たような模様が見えます。中央に黒い小さな円、外側に一回り大きい赤い円、同じように二色交互に円が外へ広がって……。

　ああ、道場のマトだ。

『ギシャアア！』

　つーか、

　ぜってー、あれ弱点じゃね？

　僕は迷わず、マトを狙って弓を引きました。

「よせ！」

　シャム先生の声？







　　　新コンビ
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『ギシャアアアア！』

　森の奥から気味の悪いハウリングが聞こえてきた。

「なんだ、今のは？」

　アトラは、音のするほうへ駆け出した。




「それっ！」

　パラボラは自分の顔くらいある石を軽々と持ち上げて、地面からひっぺがした。居心地の良い暗闇を奪われた虫たちが、右う往おう左さ往おうする。

「ミカ、いないねっ！」

　いるわけない。

「そんなところにいるわけないじゃないですか。はあ……」

　カホンはため息をついた。

『二手に分かれよう』と言って、アトラは勝手に一人で行ってしまった。確かに、自分が一人にされるよりはいいのだが。

「こっちもなしっ！」

　また一つ、虫の集落が崩壊した。

「はあ……」

　パートナーがこれでは、はなはだ不安である。

「あ、あの野草……図鑑で見ました」

　しかし、本人も似たようなものだった。

『ギシャアアアア！』

　人間には到底出すことのできない、不ふ協きよう和わ音おんが響く。

「なんだろっ？」

「向こうのほうから聞こえました」

「ミカの声かなっ？」

　そんなわけない。

「い、行ってみます？」

　と、カホンが言うよりも早く、パラボラはすでに走り出していた。

「ま、待ってください！」

　カホンもよたよた、あとを追う。







　　　バイバイゲーム
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　ようやくミカの縄が解かれ、自由に動けるようになった。

「ありがとう。ヌンキくん」

「礼に及ぶ」

　――及ばん、じゃないんだ。

「おう、そっち行くぞ！」

　蛇頭の一つが、ミカに迫る。

「きゃっ！」

　シャムがそれを弓の端から飛び出した槍やりで食い止めた。

　――筈はず槍やり弓ゆみ。

　筈槍弓とは、弓の端に槍を取り付け、得え物ものとしても扱えるように工夫された武器である。アトラがアタランテを無理やり打撃武器として扱っているのとは違い、もともと、槍としての用途も考えて製作されたものである。

　――でも、やっぱり弓術じゃないっ。

　シャムが、ロックスリイを持ってさっそうと現れたときは、先生の華麗な弓術がやっと見られる、と心をときめかせたミカだったが、「ジャキン！」という音とともに、弓の両端から槍先が出現したことによって、期待は裏切られた。

　もっとも、今は、そんなことを考えている場合ではない。

　ロックスリイで押し返した首が、今度はシャムに狙いをつける。

「メガネ！　びびってんじゃねえ！」

「は、はい！」

　シゲタカが台座の裏から、矢を連射し、首の進路をふさぐ。

　四つの首の。

「先生。どうして、首が増えたんですか？」

　ミカが、矢に当たらないようかがみこんで、たずねた。

「まあ、あれだ。あいつがマトに当てちまったからだ」

　シゲタカがマトのような模様に矢を当てた瞬間。泉から新たに二本の首が出現した

「バイヘッドヒュドラってのは、あのマトみてえな模様に攻撃すると、首の数が倍に増えるんだ。大人しくさせるためには、それ以外の首に攻撃しなきゃならねえ。しかも、全部同時に攻撃を当てねえと効果がねえ」

　簡潔だが、難易度の高い攻略法が提示された。







　　　弓きゆう術じゆつ科かの習性
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　シゲタカの矢の間かん隙げきをぬって、頭の一つが大口を開けてシャムに迫った。

　シャムはミカを押さえ込むように倒れこんでかわし、ひるがえって首に槍を向けるが、

「ちっ！　マト頭か！」

　すぐに武器を戻し、体勢を立て直した。

「おい、いったんひくぞ」

　四人は、首の長さが及ばない位置まで、バイヘッドから離れた。

『ギシャアアアア！』

　四つ首は、周囲に怒りをぶつけた。しなる首の一撃で木々がなぎ倒される。

　恐ろしい光景を目の当たりにして、シゲタカがシャムに言った。

「こ、このまま、放っておいて逃げればいいんじゃないですか？　立ち入りは禁止されてますし、滅めつ多たにひとは来ないんじゃ……」

「お前ら、ここにいたじゃねえか」

　返す言葉もない。

「まあ、そりゃ置いておいて、この位置から、あいつらの頭、狙えるか？」

「……無理ですよ。動きを止めない限り」

「だよなあ。間違って、マトに当てちまっても困るし」

「乱暴美人が来た」

　ヌンキが謎なぞの名前を口にする。

「アトラさんのことだ」

「えっ？」

　台座のそばに、アトラの姿があった。

「ちっ。来るな、つったろーが」

　アトラは、地面の何かを手にとって見ている。

　――あ、わたしの弓。あんなとこに置いてきちゃった。

　アトラが立ちあがり、四つ首に言った。

「よくも、私の友達を！　……許さん！」

　――アトラ……。

「なるほど、そのマトが弱点か！」

「だめえっ！」

　遅かった。







　　　崖の上のテヘッ





[image: ]









　パラボラは木々に覆おおわれた険けわしい坂を、ひょいひょいとのぼっていった。

「待ってください、パラボラさん！」

　アマゾネスの身体能力は人間離れしている。対してカホンは、見た目こそ人間離れしていたが、体力は人間レベルだった。

「パラボラさん、なにが待っているか知れません！　もう少し慎重に行動を！」

　願いが届いたか、パラボラは急に止まった。カホンが息を切らしながら追いつく。

「ハア、ハア……。お耳を貸していただき、ありがとうございます」

「ん？　なにがっ？」

　聞いちゃいなかった。

　止まった位置から先は崖だった。崖下には泉らしきものが見える。水面からは長細い影がいくつも突き出し、うねうね動いていた。

「ねっ、アレなにかな？　でっかいもやしっ？」

　崖の下をのぞきこんでいるパラボラにならい、カホンも、恐る恐る身を乗り出す。

「……おそらく、ヘビさんですね。さっきから聞こえていた声の正体のようです。もやしではないと思います」

「あ、アトラっ！」

「え？」

　泉の向こう。木々が並ぶゆるやかな坂を、青色の髪がのぼっていくのが見える。

「よーしっ！」

　後ずさって屈くつ伸しん体たい操そうを始めたパラボラに、カホンが振り返って言った。

「飛び降りる気ですか？　さすがに無茶です！　合流するならまわり込むべきです！」

「あはははっ。ですよねーっ！」

　パラボラが、笑いながらカホンの尻を勢いよく叩いた。

「あ……」「あっ」

　アマゾネスの身体能力は人間離れしている。例えば、崖から身を乗り出しているひとの尻を勢いよく叩いたりすると、叩かれたひとは宙に投げ出される。

「パラボラさ――」

　泉に落ちていくカホンに、パラボラは笑顔で言った。

「テヘッ」

　事故の大きさの割に、謝罪は軽かった。







　　　空飛ぶカホン
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　ミカパーティーはアトラをくわえて五人に増えた。

『ギシャアアアアアアアア！』

　だが、首のほうは八つに増えていた。

「すまない。あそこが弱点に見えたんだ」

「アトラさん。その気持ち、すごくわかるよ」

「しっかし、どうすっか、さすがに八つ首を相手にすんのはきびしいぞ。勇者一行ですら苦戦した相手だからな」

　今や、泉からエノキダケのように生えた首は、辺りの木に巻きついたり、首同士をこよりのようにからめたり解ほどいたり、楽しそうである。

「まちがって、もう一回マトにぶつけちまったりすると、今度は、たぶん、あの泉がもたねえ。ぶっ壊れる」

「でも、泉から出られないんじゃ？」

「おう、よく知ってるな。だが、泉そのものがなくなっちまえば、封印がとけたのと一緒だ。そしたら森じゅうが、いや、学校も街も、あぶねえな」

「七つを同時攻撃。さらに、もう一つには攻撃を当ててはいけない……。難題だな」

「まあ、あれだ。四人じゃ無理だ」

　――ああ、わたしが頭数からはずされている。

「先生。五人です」

　――アトラ……。

「気持ちはわかるが、ミカは――」

「いえ、パルが今、到着しました」

「どもっ！」

　パラボラがひょっこりと現れた。

　――わたしじゃなかった！

「パル。カホンはどうした？」

「はぐれたっ」

「ツノ小こ町まちなら、あそこにいる」

　ヌンキが指さしたほうを全員が見ると、

『ギシャアアアアアアアア！』

　カホンが、宙をとんでいた。







　　　カホン救出作戦
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　カホンのツノは『マト首』の、マト模様からわずかに下の位置に突き刺さっており、からだごとぶら下がっている。

　ミカたちはカホン救出に乗り出した。

「ミカさん！　みなさん！」

　特訓のマトにされているときの十倍は悲しそうな顔のカホンが叫んだ。

　ミカたちは、台座の裏手にひとかたまりになり、シャムがロックスリイで、アトラがアタランテで、左右から襲いかかる頭を振りはらい、上からの攻撃は、ヌンキ、シゲタカ、パラボラが、矢でけん制する。

　そして、ミカは、

「カホちゃん、落ちついて！」

　と、隠れながら言う役回りだった。

　――うぅ、役に立ってない。

『マト首』は、攻撃をほかの首にまかせ、泉の真上で、カホンを振り落とそうともがいていた。

「シャム先生！　どうする？」

「カホンが刺さってるやつの頭を攻撃して、一時的にでもいいから倒れさせろ。ただし、マトには当てるな。ああ、あと、カホンにも」

「難しい注文だな」

「わかったっ！」

　パラボラが榴りゆう弾だん矢やに手をかける。

「そいつはやめとけ、全部巻きこんじまう」

「ざんねんっ！」

　アトラを攻めていた首の一本が、泉にひきかえし、カホンに向かって口をあけた。

　異物をもぎとるつもりらしい。

「くっ！」

　すかさず、アタランテを射撃用に持ち替えるが、

「うっ！」

　別の頭が、アトラのからだに追突して、弾はじき飛とばす。アトラは台座の側面にしたたかに背中をぶつけた。

「アトラ！」







　　　全員集合
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　ミカが、アトラに駆け寄って助け起こす。

「……私は平気だ。それより、カホンは？」

　ミカは『マト首』に目を向けた。

　カホンが、横から来た口にかみちぎられる、と、その瞬間。

　ストン！　ストン！　ストン！

　カホンに近づいていた口の中に、三発の矢が吸い込まれた。

『ギシャア！』

　ソロで悲鳴をあげ、のたうちまわる頭。

　トスンッ！

『ギシャア！』

　さらに、アトラを弾き飛ばした頭の脳天にも矢が生える。

「あはは。すごいことになってるしー。やっぱ行かせるんじゃなーかったー！」

「当たり前ですよ！」

「アスケラ先生！　セツカ先生！」

　台座から少し離れた位置の木陰に、交互に矢を射るアスケラとセツカの姿。

　シャムが叫ぶ。

「バイヘッドのことは知ってるな！」

「えー、もっちのろんろーん！」

「あんたの速射で、どうにか、ならないか！」

「無理でしょー。速射じゃ『同時に』攻撃したことにはならないっつーの！」

　そうこうしているあいだにも、各方向からの蛇の攻撃はやまない。

「先生。矢のストックが、もう！」

　シゲタカが悲鳴をあげる。

「おう、俺の使え！」

　アスケラたちが来たおかげで、バイヘッドの攻撃対象が分散した。だが、同時にそれは、首の動く範囲が増え、こちらからも狙いにくくなったことを意味する。

　いぜんとして、カホンは『マト首』にぶら下がったままだ。

　――どうしよう。ぜんぶわたしのせいだ。

　――わたしが森に入ったりしなきゃ。

「ミカ。さっきは、ごめん」







　　　聞いてたんだ
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　アトラが、アタランテを杖にして立ち上がりながら言った。

「悪かった。一生、マトに当たらないなんて言って」

「ううん。もう、いいよ、そんなこと。きっと、その通りだし」

「違うんだ。あれは、その」

「不当の呪い、だっけ？」

「えっ？」

「ホントは全部聞いてたんだ、あのとき。でも、聞いてなかったふりしてごまかしたら、なかったことになるかなあ、なんて思って」

　ミカが消え入りそうな声で続けた。

「でも、はっきりアトラに言われちゃったら涙が止まらなくて。……わたしこそ。バカなんて言って、ごめんね」

「……」

「あーあ、やっぱり特訓なんて意味なかったんだね。みんなに毎日、無駄な時間過ごさせちゃったね」

「……そんなことはない」

「やめてよ、みんなと過ごした時間が大事、とか言わないでよ。アトラらしくないよ、そんなの」

「いや、あの特訓はちゃんと実戦的な意味があった」

　アトラが、なにか思いついた顔で言った。

「今、まさに、それを証明できる」

「え？」

「ミカ、私を信じるか？」

　――『よくも、私の友達を！　許さん！』

「……うん」

「よし、じゃあ、私を信じて、一つお願いを聞いてくれ」

「わたしにできることなんて、なんにも」

「きみにしかできないことだ」

　ミカが首をかしげる。




「カホンを狙って、とにかく射ちまくれ」







　　　特訓の成果
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『マト首』に釣り下がったままのカホンの視界に、愛用の弓を構えたミカの姿が現れた。台座の上にこちらを見すえて立っている。

　ミカは、カホンの顔に狙いをすまし、矢筒に手を伸ばした。

「え？　ミカさん……？」

　ヒュッ！

「えええええっ！」

　しかし、矢は大きくそれ、あらぬ方向へ飛んでいく。

　カホンがホッとする間もなく、ミカはカホンに狙いをつけたまま、次々と矢を放った。

　ヒュッ！　ヒュッ！　ヒュッ！　ヒュッ！　ヒュッ！

　どれも、当たらない。

　ヒュッ！　ヒュッ！　ヒュッ！　ヒュッ！　ヒュッ！

　ミカは、とにかく速く射ること、そして、カホンに当てることだけを意識して次々と矢を放った。

　ヒュッ！　ヒュッ！　ヒュッ！　ヒュッ！　ヒュッ！

　放たれた矢は、まったく見当違いのほうへ飛んでいく。

　左前方、右前方。下方に飛んだかと思えば、真横に飛ぶこともある。ありえない軌き道どうで、急に曲がったり、垂直に下降したり、上昇したりすることもある。

　ヒュッ！　ヒュッ！　ヒュッ！　ヒュッ！　ヒュッ！

　つまり、誰にも矢の動きを予想することができない。

　もちろん、八つ首の蛇にも。

　そして、狙っているカホン、つまり『マト首』には決して当たることはない。

　アトラが叫んだ。

「みんな、今だ！　あいつは、ミカの矢に翻ほん弄ろうされて、うかつに動けない！　このすきに全員でほかの首に同時攻撃をしかけるんだ！　丁度、七人いる！」

「だが、待て。俺たちのほうに、あいつの流れ矢が飛んでこねえとは限らねえだろ」

「いや、ミカより後ろにいれば、矢は絶対に飛んでこない」

「なんで、んなことがわかるんだ？」

「特訓のあいだ、私は、ずっとミカの後ろに立っていたが――」




「この通り、ケガもなく生きている」







　　　できないこと
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　当たらない。当たらない。

　わたしの矢は当たらない。

　いくら射っても、当たらない。

「乱暴美人。だが、いかにして同時に攻撃する」

　わたしの矢は当たらない。

　絶対に当たらない。

　でも、矢が飛ばないわけじゃない。

「不覚だ。それは考えていなかった」

　マトには当たらなくても、どこかには矢が飛んでいくんだ。

「七人のタイミングをあわせるなんて、無茶だ」

『ギシャアアアアアアアア！』

　このエロヘビ。泉から出られなくて、つまんない毎日だったんだろうけど、わたしだって呪われながら、生きてきたんだもんね！

「３、２、１で、いいんじゃねえか？」

「シャムくん。それは１で飛ばすのー。ゼロで飛ばすのー？」

　悔くやしかったら、わたしの矢に当たってみろ！

　当たらない矢の動きを読んでみろ！

「ミカさん、やめてください！」

　ごめんね、カホちゃん。でも大丈夫。絶対に、当たらないから。

　怖いだろうけど、今、助けてあげる。

　わたし、一人じゃ助けられないけど……。

「みなさん。もっと確実に、呼吸を合わせる方法を知っているでしょう。我々は弓きゆう術じゆつ科かですのよ？」

　わたしにしか、できないこともある。

　矢を当てることができないわたしにしか、できないこともあるんだ。

「そうだよっ！　『なんとかなんとか』だよっ！」

　当たらない。当たらない。

　わたしの矢は当たらない。

『足あし踏ぶみ！』

　でも、どこかには矢が飛んでいくんだ――







　　　一件落着
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『離はなれ！』

　七本の矢が、同時に宙に放たれた。

　ザシュッ！！！！！！！

　カホンがぶら下がっている『マト首』以外の全ての頭に、七輪の矢の花が咲いた。

『ギシャアアアアアアア！』

　矢を食らった首は、泉のなかに吸い込まれるように消えた。

　最後に残った『マト首』も、水面に引きこまれていく。

　ツノが刺さったままの、カホンも一緒に。

「ボ、ボク、泳げないです！」

「つかまれ！」

　アトラが駆け寄って、アタランテをカホンの鼻先に突き出した。

　泉に呑のまれかけていたカホンが、慌ててそれをつかむ。

『マト首』が泉に引きこまれ、カホンのツノがスルリと抜けた。アトラがアタランテごとカホンを引き寄せる。

「あ、ありがとうございます」

　ボコボコとした音も消え、大蛇にとって久しぶりの外出は、あっけなく終わった。

「まぁ、あれだ。一件落着だ」

　シャムが、その場に寝転んだ。

「森に入ってはいけない理由、これで、みんなわかったかしら？」

「おもしろかったねっ！」

　わかってなさそうだった。

「勇者一行は、どうやってこの蛇太郎を退治したのだ？」

「魔法で動きを止め、魔法でとどめをさし、魔法で泉に封印したらしいわ」

　セツカが、いらだたしげに言った。

「いいなあ、魔法」

　ミカが素直な感想を漏らす。

「じゃあ、魔ま術じゆつ科かに転科するかい？」

　アトラが意地悪く、ミカに言った。

　ミカは、少しだけ微笑ほほえんで答えた。

「絶対やだよ」







　　　幕間　５




　石の壁に囲まれた路ろ地じ裏うらで、若い男が、汚い男に悲鳴をあげさせていた。

「ひいいいい！」

「俺は言ったぜ。必要なものは足のつかねえところで調達するように、ってな。とくに、学生には絶対に手を出すなと、念を押したと思うんだが？」

　汚い男の首筋には、槍先が突きつけられていた。

「……あ、あのヘビを呼び出すにゃあ、若い娘が必要だって言うじゃねえか」

「おう、だから？」

「だ、だから、このへんで若い娘ったら、学生だろ。それが一番、手っ取りばや……」

　槍の先が、ぐりぐりと汚い男の首に食い込む。

「ひいいいいいいいい！」

「それと、準備が整ったら俺を呼ぶように言ったよな？　なんで、勝手に始めた？」

「そ、そりゃあ……」

「お前ら、俺にだまって、肉を持ち逃げしようとしてたろ？」

「へへ、ま、まっさかあ――ぶっ！」

　容よう赦しやのない膝ひざ蹴げりがみぞおちに入り、汚い男はその場にうずくまった。かたわらには、同じような目にあったと思われる、二人の男がすでにのびている。

「もういいや。お前らみたいなのを雇った、俺が悪かった。すまん、謝る」

　若い男は、武器の槍先を「収納」した。

「おい、待ってくれ。分け前はどうなる？　あんた、あのヘビ、倒したんだろ？」

「俺一人で、ってわけじゃねえ」

「でも、倒したんだろ、に、肉は？」

「んなもん、ねえよ。だいたい、あいつ不死身だしな。完全には倒せねえ」

　汚い男の目が驚きよう愕がくに見開かれる。

「へ……？」

「そもそも俺は、肉なんかとるつもりねえよ。ただ、伝承がホントかどうか、あの泉にヘビがいるのかどうか、ちょっと見てみたかっただけだ」

「だ、だましやがったな……」

「まぁ、あれだ。……じゃあな」

　若い男は、軽く手をあげると、汚い男に背を向けてスタスタと歩き出した。

「へへ、へへへ……。へへへへへっ！」

　汚い男は、もう反撃する力もなく、開き直った笑い声をあげた。

「へへへっ、どこに行くんだあ？」

「授業めいたことがあるんでな」

「わからねえな。あんた、なんで、そこまで学校にこだわる？」

　若い男は足を止め、背を向けたままで答えた。

「教師だからしょうがねえ」

「あんたは言ってみりゃ、俺らと同類だあ。自分のやりてえことのためには、手段を選ばねえ。違うかあ？」

　汚い男は、独り言のように続けた。

「そんな野郎が、なんで乳くせえわりに、たいして乳もねえガキどもを、そんなに守りたがる？　へっ、そういう趣味なのか。それとも、ふかーい理由があるのかねえ？」

「……お前に言う必要はねえよ」




　若い男は、汚い男の前からいなくなった。

「……へっ、いけすかねえ野郎だあ」

「悪かったな」

「な……。いなくなったんじゃ……」

　あ。後ろにいた。

「い、いい感じで話終わりそうだったじゃねえか。く、空気読めよ」

「一つだけ、訂正させろ」

　若い男は、再び武器の槍先を出現させると、汚い男の顔に突きつけた。

「お、おい……。なんだ、俺らと同類とか言ったのが気にさわったかあ？　だ、だったら謝るから、そんなもんは降ろし……」

「俺はな――」




「――べつに、そういう趣味じゃない」




　若い男は、路地裏から去った。

「も、もう戻ってこねえよなあ……？」

　今度こそ、本当に、間違いなく、絶対に、百パーセント、去った。

「……あの野郎。余よ韻いんをブチ壊してまで、わざわざ訂正しに戻ってくるたあ……」




　逆に、そういう趣味疑惑は深まった。
































　　　キャッチ・アンド・リリース
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　弓きゆう術じゆつ科か、教員室前の廊下に、詰問の声が静かに響く。

「説明してもらえる？」

「ええと、ですね。つまり、突然、それが窓から飛んできて」

「ヌンキさんの頭に当たった？」

　セツカの手には、トマホークが握られている。

「そのときヌンキの脳のう裏りに、レゴラス二号の構想が浮かんだのだ。それで、良質の木材を求め、森へと足を運んだまでだ」

「シゲタカさん、あなたは？」

「はあ、天てん罰ばつを与えたというひけ目があったもので、つい助力を」

「天罰？」

「いえ、なんでもありません」

「これは私が没収します。だいたい弓術科に、こんなもの必要ないわ」

　セツカはトマホークを、懐ふところに入れた。

「ただし、森に立ち入った件は、それで不問にします」

「良いのか」

「あなたたちがいなければ、あのヘビを倒すことはできなかったのですから」

「……あ、ありがとうございます」

「お礼ならヘビに言うことね」




　ああ。なんということ。

　あれ以来、捜しても捜しても、見つからなかった、あのひとのトマホーク。

　まさか、あの子たちが持っていたなんて。

　これからは、ずっと肌身離さずに大事にするわ。

「あら、セツカちゃん。どうしたのかしら。物ぶつ騒そうなものを頰ほおに押しつけたりして」

　……ちっ。

「セツカちゃん？」




　ガシャァァアン！




「……セツカちゃん？　え？　……え？」







　　　新トラウマ
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　斧ふ術じゆつ科か教員室のごつごつした引き戸が開いた。

「お兄ちゃん」

「なんだ、また来たのか」

　大きな鹿頭が、小さな鹿頭を出迎える。

「来ちゃだめですか？」

「だめじゃないさ。今日は一人なのかい」

「はい」

「ほかのみんなは？」

　カホンは恥ずかしそうにうつむいた。

「ん？」

「たまには、邪魔ものなしでお兄ちゃんに会いたいです」

「邪魔だなんて、あとでみんなに言いつけなきゃな」

「ええっ？　冗談ですよ！」

「はははっ、わかってるさ」

　カバサは、カホンのツノをなでてやった。

「どうだい。人間には……学校には、なれたかい？」

「はい！」

「そうか。それは良かった。最初はずいぶん怖がってたもんな」

「今は全然、平気です。みんな優しくしてくれます」

「そうか。良かったな」

　カホンは、下を向いた。

「どうした？」

「今は人間より、……ヘビさんが怖いです」

「はははっ、そうか、あんな目にあえばな」

「笑い事じゃありません」

「カホン。まだ誰も知らない、ヘビの秘密を教えてやろうか？」

「え？　なんですか？」

「実はヘビっていう生き物はだな」

　カバサは、妹に耳打ちした。

「ええっ！」







　　　アトラの夢
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「どうしてアトラは学校に入ったの？　学校で勉強しなくたって、今のままでも普通に戦士としてやってけそうだし。実家だってお金持ちなんでしょう？」

「私はね。『滅めつ魔まの六ろつ傑けつ』になりたいんだ」

「魔王を打ち滅ぼすってやつ？」

「小さい頃に『封ふう魔まの六傑』の話を聞いて憧あこがれてね」

「自分もなりたい、って思ったんだ？」

「……私が、何かに憧れたら変かな」

「ちっとも変じゃないよ。でも、だからってなんで学校に？」

「私は学校で『勇者』を見つけるんだ」

「勇者はダミンの子孫って、決まってるんじゃなかった？」

「そんなことはないさ」

「だとしても、学校にいるとは限らないじゃない」

「だけど、戦士になりたいって人が、これだけ集まっているのなら、一人か二人くらい『勇者』がいても、おかしくないだろ」

「勇者って、何人も、いるもんなの？」

「一人とは限らないさ。魔王を倒すような器うつわの人物のことを『勇者』と呼ぶだけだ」

「そんなもんかなあ」

「ミカが勇者になるかもしれないよ？」

「まさか、勇者は剣じゃないと格好つかないよ」

「そんなことないだろ。もし、ミカが勇者なら、私を六傑に入れてくれよ」

「どっちかといえば、アトラのほうが勇者っぽいけど」

「私が勇者なら、六傑は、ミカ、パル、カホン、あとは……」

「弓ばっかり使うパーティーなんていないよ」

「いいじゃないか。魔王さえ倒せば、誰も文句は言わないよ」

「でも、魔王の復活って五十年も先でしょう？」

「ああ」

「わたしたち、もう、おばあちゃんじゃない？」

「ああ」

「ああ、って」

「いいじゃないか、魔王さえ倒せば」







　　　ケンジュツカ？　
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　まっくらだ。

　そりゃそうだ。わたしの目を、誰かが両手でふさいでるんだもん。そりゃ、まっくらにもなるよ。

「だーれだっ？」

　声をちょっと低くしたって、バレバレだよ、パルちゃん。

　ダミニチュア戦士養成学校に入学して、もうすぐ二ヶ月。短かったような、長かったような。お父さん、お母さん、ポチも元気かな。

　下校するみんなの足音や、話し声が聞こえる。うん。いつもの放課後、いつもの弓きゆう道どう場じようの前だ。まっくらでも怖くない。

　不当あたらずの呪いのことがわかってからも、わたしの特訓は続いてたりする。ていっても、たまにだけどね。それに、今は、マトに当てるためじゃない。

　アトラが言うには、デタラメに飛んでくように見える私の矢も、きっとなにか法則があるんだって。いつか、それをものにして、自在に矢を操れるようになろうってわけ。

　……はーあ。

　そんなこと、わたしにできんのかな？

「だーれだっ？」

　バレバレだってば。

　まあ、気き長ながにやりますか。一人じゃ心細いけど、……一人じゃないもんね。

「ねっ？　だーれだっ？」

　しょうがないなあ。

「もう、パルちゃん！」

　わたしは、小さな手をほどいて、ふりかえった。

　二、三歳年下に見える背。

　胸元まであるワサワサした髪。

　背中にかついだ……、

　……あれ。

　剣？　……ていうか、鎧よろい着てるし。

「だーれだっ？」




　……誰だ。























　あとがき




　どうもこうも初めまして、関せき根ねパンと申します。

　読んだかたはおわかりだと思いますが、この本は変な本です。まだ読んでないかたは、ちょっとパラパラめくってみてください。なにが変か、すぐわかります。

　しかし、こんな変な体てい裁さいにもかかわらず、第十三回エンターブレインえんため大賞小説部門特別賞という、非常に名誉な、非常に覚えにくい長い名前の賞をいただくことができました。

「なにコレ？　こんなの認めなーい」

　と、内容を読む前に、原稿を一枚残らず燃やしてしまっても良かったはずです。

　しかし、マッチを擦する手間を惜しんで、

「せっかくだし、読むだけ読んでから燃やしますか？」

　と、慈悲深い心で読んでいただき、

「せっかくだし、いったん特別賞あげてから燃やしますか？」

　と、結局は燃やさないでいてくれた選考委員のみなさま、感謝しております。




　人生も文章も、まだまだ勉強中です。

　勉強していて気がついたのは『どんな言葉でも前後を一行空けると、なんか重要に見えちゃう』という現象です。

　実際にやってみます。あまり重要じゃなさそうな言葉、例えば『ポン酢』で試してみましょう。

　ちなみに筆者は、実際にはポン酢が、鍋料理の影の主役といっても過言ではない、重要な存在であることを否定するつもりはありません。単に言葉の響きの問題です。ポン酢サイドのかた、ご了承ください。では、一行空けます。




　ポン酢。




　どうですか。なにやら、物語のカギを握っていそうな感じがしませんか。

　一行空けただけで『ポン酢』というのんきな単語が、身元不明の死体の横に血文字で書かれたメッセージのように、あるいは、古代文明の遺跡に刻まれた謎の文字を解読して現れた言葉のように見えませんか。言いすぎですか。

　この現象は会話文でも確認できます。あまり重要そうでないセリフ、例えば『一万円入りまーす』で試してみましょう。

　ちなみに筆者は、小売店や飲食店が紙し幣へい出入の管理を徹底することの重要性について否定するつもりはありません。単に言葉の響きの問題です。『一万円入りまーす』サイドのかた、ご了承ください。

　今回はダッシュも入れて、さらに緊迫感をプラスしましょう。一行空けます。




「――一万円入りまーす」




　どうですか。とんでもないことを言ってしまったような感じがしませんか。

　荒こう廃はいした未来世界。口にすれば、それだけで時の権力者に制裁を下されてしまうという禁きん句く。それを、あの娘が言っちまった。俺たちを守るために、あの言葉を……。『一万円入りまーす』を言っちまった！　なんてバカな娘だ、ちくしょう！

　一行空けるだけで、そんなドラマが見えてきそうな気がしませんか。そうでもないですか。そうですか。

　確かにちょっと強引かな、と自分でも今、思いました。

　ともかく、本作のなかでも、この現象は目撃できます。そのあたりも、ぜひ読んで確かめてみてください。ただし、あんまり確かめられるのも、ちょっと恥ずかしいです。




　最後に、内容について全然ふれないのもどうかと思うので書いておきます。

　タイトルの『キュージュツカ！』は、漢字にすると『弓きゆう術じゆつ科か』です。

　ロールプレイングゲーム風の世界にある学校で、弓を武器としている連中が活躍したり、しなかったりするファンタジー作品です。どちらかというと、しなかったりするほうのウエイトが高めです。

　あと、なぜか二ページずつ一区切りになっており、恐るべきスピードで読み進めることができます。これは非常に重要なポイントです。あ、そうだ。




　二ページずつで、さくさく読めます。




　小説としても、ファンタジーとしても、いびつな作品ですが、少しでも、一行でも、一文字でも、一画でも気に入っていただける部分があれば、幸いです。

　では、このあたりで。また、お会いしましょう。




　さあ、このあとはお待ちかね、かわいさ余って余り放題のイラストを描いていただき、筆者が感謝しきりの、小しよう路じあゆむさんの登場です。



























この作品は、第13回エンターブレインえんため大賞小説部門、特別賞受賞作「キュージュツカ！」を改稿したものです。
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